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　――身体が、燃えるように熱い。

「んっ……はぁっ……」

　シーリングライトの常夜灯だけが照らす薄暗い部屋。スプリングの利いたベッドの上で、私はお腹の下あたりで燻る切ない感覚に身を捩らせた。

　衣擦れの音に重なって意図せずとも唇から零れる嬌声が、吐息とともに室内に充満する。いやらしくて艶めかしい響きは、本当に私が発しているものなのだろうかと思わず自問してしまうほど。

「お、願いっ……も、だめっ……」

「どうしてほしい？」

　この部屋の主である彼は、私の身体を跨いで乱れる様子を俯瞰している。冷静なようでいて、どこか興奮を帯びた瞳で私を見つめながら、彼が静かに訊ねた。

「我慢できないの……ここ、熱くて灼けそう……」

　ここ。指先で下腹部を示して見せる。ギャザースカートに守られたその奥は、何かを期待するように高ぶりの証が溢れ、しとどに濡れている。

「ここ？」

　彼が薄く唇の端を上げて笑い、訊ねる。

「ここって、どこ。ちゃんと教えてくれないとわからないんだけど？」

「……知ってるくせに」

　こうなるのは初めてじゃないのだから、彼は私の身体に今何が起きているのか、よくわかっているはずだ。なのにそうやって焦らして言うなんて。

　きっと彼は、私の口から直接言わせたいのだろう。スカートの奥、びしょ濡れになり、本来の役目を果たしていないショーツのさらに奥で、物欲しそうに涎を垂らしているその場所を示すように、と。

「そうだな」

　私の想像通り、彼は微笑んだまま小さく頷いた。

「――桐きり山やまに直接おねだりしてほしいんだ。どこをどうしてほしい？　きちんと言えたら、その通りにしてやる」

「っ……」

　いくら不可抗力によって理性を揺さぶられている状況とはいえ、言葉にするのは憚られた。意地悪を言う彼に、ついつい恨めしい視線を向けてしまう。

「ほら、言って？」

　私の視線の意味するところを感じ取っても、彼はなおも悪びれずに問いを重ねる。

　――いったい、誰のせいでこんなことになっていると思っているのか。

　詰ろうとして、すぐにその言葉を飲み込んだ。このイレギュラーな事態のおかげで、こんな風に大好きな彼と触れ合うことができているのだから、彼を責める理由にはならないと気が付いたのだ。

　そんな思考を巡らすうちにも、身体の火照りは増していく一方だ。夏場のように、ブラウスやスカートの生地が肌に張り付く。

　熱い。一刻も早く、この熱をどうにかしてほしいのに。

「桐山ももう辛いだろ。もう一回だけ言う。どこをどうしてほしいのか、わかるように教えて。じゃないと、ずっとこのままだ」

「あっ……！」

　彼の手が、何の前触れもなしにスカートのなかに差し入れられた。内腿をするりと撫でられると、敏感になっている身体はそれだけでびくんと跳ねてしまう。

「触っただけなのに、すごい反応」

　触れた場所が粟立つのを確かめると、彼は驚きと感心が入り交じった口調で呟いた。

　――だめ、そんな風に触らないで。背中がぞくぞくして、お腹の疼きが止まらなくなっちゃう……！

「ここ……ぐちゅぐちゅに濡れてる私の恥ずかしいところっ……加か賀が見みの指でいっぱい掻き回して、気持ちよくして……？」

　理性の糸がぷつりと切れる音を聞きながら、私はスカートをたくし上げ、そう口にしていた。

「よく言えたな」

　加賀見の瞳に浮かんだ高ぶりの色がいっそう濃くなった。彼が私のこめかみに触れるだけのキスを落とす。

「んくぅっ……」

　今の私には、それだけでも心地よい刺激となる。唇が触れる感触に思わず呻いた。

「――いいよ。たくさん気持ちよくしてやる。いっぱい感じて、いっぱいイって？」

「あぁっ……！」

　これで、身体の底から突き上げてくるような衝動から解放してもらえる。

　私は、甘美なひとときが訪れることを確信し、歓喜の吐息をもらしたのだった。
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　ことの発端は、ほんの少しだけ寒さの和らぐ三月の初旬。

　スギ花粉が猛威を奮う時季に差し掛かったある日のランチどきに、同僚の石いし間ま千ち世よと社員食堂で交わした何気ない会話だった。

「この時季、肌が荒れちゃって本当に嫌になるよ」

　社食の一角にある丸テーブルで、ハンバーグプレートに添えられた目玉焼きの黄身を箸の先で突きながら、私――桐山初はつ菜ながボヤいた。

「あれっ、初菜って花粉症だったっけ？」

　対面に座る千世ちゃんは、お冷の入ったコップを左手に持ち、顎先で切り揃えられた短い髪を揺らしながら首を傾げる。

「くしゃみとか鼻水とかはほとんどないんだけど、やたら肌が荒れるんだよね」

「言われてみれば、そうかもね」

「あーだめ、千世ちゃん見ないでっ、恥ずかしい」

　まじまじとこちらを凝視する千世ちゃんの視線から逃れるように両手で顔を隠した。

　寒がりの私としては、二月が終わったのはよろこばしいのだけど、そこから四月の中旬にかけて訪れる花粉の季節が疎ましいことこの上ない。

　くしゃみや鼻詰まりに悩む人たちからすると肌荒れくらいで……と思われそうだけど、とんでもない。毎朝鏡を覗くたびに気分がどんよりと落ち込むし、メイクのノリは悪くなるし、何よりも仕事に影響する。

　私たちが働く『Ｆ＆Ｍコスメティックス株式会社』は、名前の通りドラッグストアや百貨店に商品を卸している化粧品メーカー。十代後半から二十代前半までをターゲットにした比較的安価なラインから、アンチエイジングを主軸に置いた年齢肌向けのラインまで、様々な商品を取り扱っている。

　私と千世ちゃんは、その会社の営業部に配属されている。もちろん、基礎化粧品は自社製品を愛用しているわけで、いわば歩く広告塔。ゆえに、普段から美容にはある程度気を遣っており、肌のコンディションが悪いなんてもってのほか。自社製品のクオリティを疑われかねないからだ。

「もうすぐ新商品のプレゼンも控えてるっていうのに、これじゃ説得力ないって言われちゃうよ……」

　私は憂鬱な気分になってため息を吐いた。

　今週末に、各取引先を招いた新商品の大事なプレゼンが控えている。そのときまでに少しはマシになってくれていたらいいのだけど。

「自腹で『ブリランテ・プレミア』買うしかないね。プレゼンでも話の種になりそう」

「できればそこには手を出したくないけど……背に腹は代えられないか」

　『ブリランテ・プレミア』とは、人気商品『ブリランテ』に改良を加えた、わが社の最高傑作とも言われている高機能保湿クリームのことだ。

　『ブリランテ』は、ある美肌で有名な女優さんがプライベートで愛用しているという口コミが広まり、一ヶ月で五万個も売れた。価格帯が我が社の商品のなかでトップクラスであることを考えれば、異例の大ヒットと言える。そして、まさに今度のプレゼンで売り込もうとしているのが『ブリランテ・プレミア』なのだ。発売前の時期だけど、社内向けにはもう販売が開始されている。

　唸りながらしぶしぶ頷く私に、山菜そばが入っていたどんぶりの脇にお冷のコップを置いた千世ちゃんが、いいことを思いついたと言わんばかりに「あ」と小さく叫んだ。

「商品企画部に頼んでサンプル貰えば？　ちょうど加賀見くん、そこにいるよ」

　千世ちゃんは右手に持ったお箸で、ふたつ前の丸テーブルを示して見せる。そこには、よく知る同期の姿があった。

　加賀見駿しゅんは、私や千世ちゃんと同い年の二十七歳。商品企画部の係長をしている。

　同期一の出世頭である彼は、清潔感のある短髪に、意志の強そうな眉、ぱっちりとした二重の目、高い鼻梁。シャープなフェイスライン。加えて、長身でスラリとした体躯という神がかった容姿を持っているため、同期はもちろん社内の女性社員からも注目の的となっている。

　かくいう私も、入社前の同期の顔合わせ会のときから彼に視線が釘付けになっている女子のひとりであるけれど、自分自身が彼と今以上に親しい関係になれるとは思っていない。

　私が彼に見合うような美貌や仕事に対する評価を持ち合わせていないことも大きな要因だけれど、元来負けず嫌いなうえに照れ屋の私は、意中の異性に素直になれない。

　恋心を悟られないようにと意識するあまり、話しかけられても可愛くない返事をしてしまったりして……結果、好きな人とは軽口を叩き合う仲になるという、何とも悲しい運命を背負っているのだ。

　とはいえ、彼と結ばれないだろうという一番の理由が別にあって――

「っ、いいよ。何か、お邪魔みたいだし」

　私は彼の向かいに座って微笑む女性社員の姿を認めると、小刻みに首を横に振った。

「うーん、そうだね」

　千世ちゃんも彼が同席している相手が誰であるのか気付いたようで、苦笑を浮かべた。そして、自身の両手で作ったハートマークのなかにふたりの姿を収めながら、感嘆の吐息をもらした。

「加賀見くんと清し水みずちゃんって、美男美女でほんっとお似合いだよね。入社当初からずっとそう思ってた」

「うん……」

　加賀見の向かいに座っているのは、清水早さ樹き。清水ちゃんも同期で私たちと同じ営業部に所属している。

　背中まで伸ばしたサラサラのストレートヘアをクリップで纏めた彼女は、一言で言うと華やかな顔立ちの美人。ちょっと垂れた大きな瞳が愛くるしく、最近テレビのＣＭでよく見かけるモデルさんに似ている。

　部署は違えど、我が社の同期はみんな仲がいい。プライベートで予定を合わせて、バーベキューや登山などを楽しむことも多い。まるで、学生時代からの友人かのように。

　そのなかでも、加賀見と清水ちゃんの仲のよさは別格だ。今みたいに社員食堂で同席していることも多いし、感覚的なものなのだけど、距離感が近い。

　まるで、ふたりで何かしらの秘密を共有しているかのような、親密な空気を感じるのだ。

「あのふたりが付き合うの、時間の問題だと思う。もしかしたらもう付き合ってるかもね」

「……」

　千世ちゃんの言葉が重く堪える。

　――加賀見と清水ちゃん、あんなに楽しそうに笑ってる。

　私も何となくは予想していた展開だから、驚きはしないけれど……それでもやっぱり、好きな人が自分ではない別の女性と付き合うのは、切ないし悲しい。

「初菜？」

「……あ、うん。そうだね。あり得るかも」

　千世ちゃんが不思議そうにこちらを見つめている。私はふたりから視線を逸らして慌てて笑顔を作り、ノリよく頷いてみせる。

　私が彼を想っているとは、同期の誰も――仲良しである千世ちゃんですら知らないはずだ。変なリアクションをして突かれないようにしなければ。

「それよりさ、肌荒れには恋が効くっていうじゃん。女性ホルモンがナントカ〜って。初菜、彼氏作りなよ。入社してからずっといないんでしょ。案外すぐ治ったりして」

「それもいいかもね。相手が見つかればだけど」

　仕事仕事で休日はついつい家で睡眠を取ることに終始してしまい、なかなか出会いがない……と言うと言い訳になってしまいそうだけど、私の失恋はほぼ決定的となったわけだし、新たな出会いを探すのもアリなのかもしれない。

「桐山ちゃんに石間ちゃん。お先に」

　気持ちを切り替えようとしているそのときに、食器の載ったトレイを下膳するために通りかかった清水ちゃんが、私たちの存在に気が付いてそう明るく声をかけてくれた。

「またね」

　彼女に顔を向けて手を振ると、その後ろに控えていた加賀見が私たちのテーブルの前で足を止めた。

「桐山、ちょっといい？」

「私？」

　声をかけられて心臓がどきんと跳ねた。自分を指差して訊ねると、彼が頷く。

「あれ、前は弁当派じゃなかったっけ。朝が辛くて作るのやめたか？」

「うっ、うるさいな。自分だって社食のくせに」

　私のトレイを覗き込んだ加賀見がからかうように笑ったので、私もついむきになってそう言い返した。

「俺はいいの。弁当は作るより作ってもらうタイプだから」

「何それ」

　大げさに呆れて見せつつ、本当はもっと普通に話したいのに――と思う。

　入社してからずっとこんな調子だ。最初の接し方をミスしてしまったがために、現在に至るまで彼とのコミュニケーションはこんな軽口で成り立ってしまっている。

　加賀見はそんな私を見ておかしそうに笑ったあと、こう切り出した。

「で、本題。今日の夜って予定入ってる？」

「入ってないけど……」

「じゃあ少し――十五分くらいでいいから空けておいて。どこか会議室を取っておくから。場所はあとで連絡する」

「わかった」

「じゃあお先に。石間も、またね」

　彼は人懐っこい笑みを浮かべると、千世ちゃんにも挨拶をしてから下膳をしに行った。

「加賀見くん、初菜に用事？」

「何だろう。全然心当たりないんだけど……」

　部署が違うので仕事上での絡みはほぼない。だから、彼に呼び出される理由がまったくわからなかった。　

　まぁ、でもいいか。ふたりで遊びに出かけるとか、付き合うとかは難しいにしても、加賀見と一緒にいられるのは純粋にうれしい。退勤後のその時間を楽しみに、午後の仕事を頑張ることとしよう。

　私は、今夜起こる信じられない出来事など露知らず、もうしばらくその場で千世ちゃんとのお喋りに興じたのだった。
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　午後の仕事を始める直前に、スマホのメッセージアプリで加賀見から連絡があった。

『終業時間が過ぎたら第四会議室で待ってる。仕事が終わったら、すぐ来るように』

　敢えての命令口調には『忘れなかったらね』と返しておいたのだけれど、今日中に片付けなければいけない仕事もなかったので、午後六時の終業後、私はそわそわしながらエレベーターを降り、約束の場所へと向かった。

　都心のオフィスビルの五階から七階までを占拠している我が社。私や加賀見の所属する営業部や商品企画部は七階に位置しており、大小合わせて五室ある会議室群はひとつ下の六階にある。

　この時間ということもあり、六階に降りると人の気配を感じない。廊下の明かりも非常灯以外はすべて消えており、私たちのほかには誰も使用する予定がないだろうことが窺えた。

　第四会議室は、エレベーターホールに一番近い少人数用の会議室だ。部屋から明かりがもれていないところを見ると、多分、まだ加賀見は到着していないだろう。一応ノックをしてから扉を開けたけれど、なかには誰もいなかった。

　蛍光灯の明かりを点けて、会議室の中央にある横長のテーブルに近づくと、そこに左右二脚ずつ収められている椅子のひとつを引いて、腰掛ける。

　そのまま退勤しても構わないように自身のトレンチコートとスーツのジャケット、トートバッグなどをとなりの椅子に置いて、はぁっと息を吐く。

　加賀見とゆっくり話すのは久しぶりな気がする。

　私の記憶が合っていれば、去年のクリスマスイブの日に、彼氏彼女のいないメンバーが集まった飲み会で話したのが最後だったはずだ。最後のほうは酔っ払ってしまってあまり記憶がないけれど、彼とふたりきりで話す時間があったことだけは覚えている。

　そういえば、本年度に入ってからの一年、そのイブの日以外に企画という企画は立てられていない。いつも同期内でそういう発信役を買って出てくれるのは加賀見だから、彼の仕事が忙しいからなのだろうと推測する。

　同期で最初に主任になった加賀見は、その能力を見込まれて昨年の四月から係長に抜擢された。我が社創立以来最速の昇進とのことで、社内がざわついたのは言うまでもない。

　加賀見のことを素直にすごいと思いつつ、悔しい気持ちもあった。仕事に関しては一生懸命頑張っているつもりだし、評価もそれなりにしてもらっているけれど、どうしても彼を追い抜くことができない。同じ部内で働いているわけではないし、だからこそ一概に比べることができないのもわかっているけれど、どうしても負けず嫌いの血が騒ぐのだ。

　……きっと加賀見自身は、私がそんな風に思っているとは気付いていまい。

　ぼんやりとそんなことを頭に思い浮かべていると、扉が開いた。加賀見だ。

「もう着いてたか」

「誰かさんが仕事が終わったらすぐ来いって言ってたからね」

　私はふざけてそう言い、彼に視線を向ける。やや息を切らした様子を見て、彼が早めに仕事を切り上げて駆け付けてくれたのだろうことがわかる。

「悪い悪い。本当はもっと早く仕事が片付くはずだったんだけど」

「別にいいけど。でも、どうしたの？」

　向かい側の席に座る彼を見つめながら、改めて綺麗な顔をしているな、と内心でドキドキする。

　私服の彼も素敵だと思ったけれど、スーツ姿は特にカッコいい。整った顔立ちとスタイルのよさが余計に引き立つような気がして。

「実は、渡したいものがあって」

　彼はそう言うと、となりの席に下ろしたビジネスバッグのなかから何かを取り出し、テーブルの上に置くと、私のほうへ差し出した。

　手のひらに収まるくらいの、透明なチャック付きのポリ袋。なかには、べっこう色のカプセルがびっしり詰まっている。

「もうすぐ発売予定の美肌サプリのサンプルなんだ。今朝工場から送られてきたばかりの、出来立てほやほや」

「美肌サプリ……」

「盗み聞きするつもりはなかったんだけど……社食で聞こえたから。桐山、肌荒れで悩んでるんだって？」

「……あ、う、うん」

　まさか千世ちゃんに愚痴っていたのを聞かれていたとは。恥ずかしさときまり悪さで返事に詰まっていると、加賀見が続けた。

「実はこれ、俺が初めてプロジェクトリーダーになった商品なんだ。試作の段階から部内でも評判がよくて、改良に改良を重ねて最高のものができたと思ってる。こういうのって薬じゃないし、体質によるから絶対とは言い切れないけど、サプリの割りに即効性があると思う。だから、桐山の役に立てばと思って」

　つまり、肌荒れに悩む私のために、わざわざサンプルを持ってきてくれたということか。こうしてわざわざ会議室を取ったのは、人の目の触れる場所では他部署の人間にサンプルを渡しづらかったからかもしれない。

　加賀見の素晴らしいところは、仕事ができるという点や、見た目がとにかくカッコいいという点ももちろんだ。でも一番はこの思いやりのあるところだと思っている。退勤後の時間を割いてまで、私のためにと行動してくれるとは。

「あ、ありがと。……早速飲んでみようかな」

　彼の優しさに感動しつつ、一刻も早く肌荒れを治したい私は、サプリの入ったポリ袋を手に取った。

「一回二粒を、朝と夜一回ずつが効果を感じられておすすめ。できれば一週間くらい続けるといいと思う。ついでに、使い続けた感想も聞かせてもらえると参考になる」

「わかった。……一回量は、二粒だよね」

「ああ。飲み物はある？」

「うん」　

　トートバッグから、飲みかけのペットボトルの紅茶を取り出し、サプリとともに飲んでみる。カプセルを口に含むと微かにハーブのような香りがしたけれど無味で、喉通りのいいサイズだ。

「中身はどういうものが入ってるの？」

「一般的な美肌サプリにもよく使われてるコラーゲンやヒアルロン酸、ビタミンＣ、ローヤルゼリーの他に、漢方薬や西洋ハーブをオリジナルにブレンドしてる」

「へぇ、すごいね。効きそうかも」

　なるほど、ハーブの香りを感じたのはそのせいか。

「かも、じゃなくて効くよ」

「はいはい、そうだね」

　私の言葉を訂正した加賀見に、思わず噴き出す。

　彼はいくつかサプリのなかに入っている漢方薬やハーブの名前を教えてくれたけれど、どれもまったく聞いたことがないものばかりだったから、覚えられそうにない。

「サプリって、作るの大変そう。中身の組み合わせとかもあるだろうし」

「知識を得るのに確かに手こずったけど、うちでも過去に何回か美容系のサプリは出してるし、その当時のプロジェクトリーダーや工場の責任者にいろいろ教えてもらったから。……周りの人のおかげで、何とかなった感じかな」

　謙虚な加賀見らしい言葉だけど、自分が明るくない分野のプロジェクトを取り纏めるのは、言葉では言い尽くせない苦労があっただろう。今私が飲んだ完成形に至るまでの試行錯誤を想像すると、頭が下がる。

「商品企画って、無から有を生み出すわけでしょ。私たち営業はそうやって苦労して形になったものを売らせてもらうわけだから、気合入れて売り込みしないとって思うよ」

　胸を打たれるものがあって自然とこぼれた言葉に、加賀見の表情がふわりと綻ぶ。

「どうした、急に真面目なトーンで」

「柄にもないって思ったでしょ」

　言ったあとになって、急激に照れが襲ってくる。

　加賀見の返事は容易に想像できる。「らしくない」とか「いつもの桐山じゃないみたい」とか。とにかく、そういう類の反応だ。ところが。

「いや」

　彼は微笑んだまま首を横に振った。

「桐山のそういう考え方、作ってる側としてはすごくうれしい。こっちの気持ちをちゃんと汲んでくれてるって思えるから」

「……そっか」

　意外にも加賀見は純粋によろこんでくれたみたいだ。

「しょ、商品化したら頑張ってたくさん売るよ。効果あったら個人的にも買うし」

「ありがとう。よろしくな」

　照れ隠しに早口で言うと、やっぱり加賀見はうれしそうに笑った。

　――あぁ、たまには素直になってみてよかった。

　彼の優しい笑顔に心が和む。こんなささいなやり取りが、私にとってすごくすごく幸せであることを、彼は知らないだろう。

「加賀見、係長になってからはやっぱり忙しい？」

「その前よりは、どうしてもな」

「あっという間に係長だもんね。私も加賀見に置いてかれないようにしなきゃ」

「桐山だって主任でバリバリやってるくせに」

「頑張ってるけど、加賀見係長様にはまだ及ばないからさ」

　私は口を尖らせて言った。これでもかというくらい仕事に打ち込んでいるにもかかわらず、加賀見と同じ目線になれる日はまだ遠そうだ。

「何だそれ」

　加賀見はおかしそうに笑ってから、思い出したように「そういえば」と言う。

「金かな井い部長が褒めてたよ。取引先との付き合いもそつなくこなすし、期待してるって」

「え、本当？　それは光栄」

　金井部長とは、我が営業部の部長だ。何となく近寄りがたいオーラがあって、気安く話しかけられるような人ではないんだけど、加賀見は年長者から好かれるみたいだし、相手が上司でも必要以上に小さくならず堂々と発言する姿をよく目にするので、社内のコミュニケーションもばっちりだ。

　上司から評価をしてもらえていると知り安堵しつつ、抜かりなく他部署の上司からそんな情報を得ているとは、加賀見には敵わないな、と改めて思う。

　……この時間がずっと続いたらいいのに。

　清水ちゃんのことが心底羨ましい。私ももっと、加賀見と一緒にいられたら、少しは異性として意識してもらえるのかな――

　すぐ目の前にいるという緊張感からだろうか。加賀見を想うあまり、心臓のドキドキが止まらない。

「……っ」

　あれ。本当に止まらない。それに、何だか少し息苦しいような……？

「営業も相手あっての仕事だから、大変そうだよな」

「うん……で、でも、そうでもないよ……」

　私は異変に無視を決め込んだ受け答えをしながら、身体が急激に熱を帯びていくのを感じていた。

　熱い。肌が次第にじっとりと汗ばんでくる。

　今日はまだ冬の寒さを引きずっている気候だし、この会議室のなかもどうせ長居はしないだろうからと暖房はかかっていない。

　なのに、どうして……？

「桐山、どうした？」

　私の様子がおかしいことに、加賀見もようやく気付いたようだ。心配そうに私の顔を覗き込んでくる。

「ううん……何でもない」

「息が荒い。調子でも悪い？」

「大丈夫……大丈夫だから」

　お腹の底から込み上げてくる経験したことのない感覚を必死にやり過ごそうとしながら、かぶりを振る。加賀見に心配をかけたくないし、迷惑もかけたくはない。

　その間にも、身体の温度は上昇するばかり。発熱したときのように、頬も熱くなってきたし、頭がぼーっとする。

　本当にどうしちゃったの？　自分で自分が怖くなってくる。

「わ……私、もう帰る……」

　このままじゃいけない気がする。パニックになった私は、とにかく会議室を出ようと椅子から立ち上がろうとした。けれどその瞬間、足に力が入らずよろけてしまい、床に転がり落ちそうになる。

「危ない――」

　向かい側にいた加賀見が小さく叫ぶと、素早く立ち上がって、私の肩と背中を支えてくれた。

「んぁあっ……！」

　と同時に、彼がブラウス越しに触れた肩と背中に甘美な電気が走ったような感覚に陥り、私の唇から鼻にかかった声がこぼれた。驚きと羞恥で頭が真っ白になる。

「……桐山？」

「あ、あれっ……私、今っ……」

　加賀見の表情から明らかな動揺を感じ取る。もしかしなくとも、とんでもなくいやらしい声を出してしまったような……。

「立てる？」

「……っ」

「……無理するな。調子が悪いなら少し座ってたほうがいい」

　気を遣った彼はあえて嬌声には触れず、再び私を椅子に促した。

「あ……あり、がとうっ……」

　最早軽口を叩く余裕もなく、私はしおらしくお礼を言うのが精いっぱいだった。

　加賀見の言う通り、少し休めばこの妙な感覚も引いていくかもしれない。そう思って椅子にかけたけれど、いっこうに熱が引く気配はなかった。

　それどころか――不思議な感覚は明確な疼きとなり、お腹の下で暴れ始める。誰にも触れられていないにもかかわらず、まるでその場所を柔らかな羽で撫でられているみたいに、ぞくぞくとした快感が脊髄を駆け上がる。

「苦しそうだな。それに、汗もすごい。横になる？　それとも、救急車呼ぶか？」

　私が座る椅子の傍でしゃがみこんだ加賀見が、深刻に訊ねてくる。

「はぁっ……ち、がうのっ……」

　気分が悪いのではない。最初は確かに呼吸が苦しいと感じていたのだけど、今は少し違う。苦しいのは、お腹の下から突き上げてくる身体的欲求を無理やり抑えこんでいるからだ。

　おかしい。何かが変だ。唐突にこんないやらしい気分になってしまうなんて、自分がそんなに節操のない人間だったとは思いたくない。

「んぁっ、ぁあっ……加賀見……」

　どうにもできない衝動を持て余し、助けを求めるように片手を彼の腕に伸ばした。彼のスーツのつるつるした生地を掴んで、瞠目した彼の瞳を見つめる。

「桐山……？」

「ご、ごめん……変なの、私っ……身体が、何か変っ……急に、お腹の下のほうが熱くなって……肩、触られてびくって、なって」

　もう隠し通せる自信がなかった。私は観念してありのままを伝えることに決めると、支離滅裂にそう告げた。

「急にって――まさか」

　ハッとした様子でテーブルを見上げた。そしてすぐ、私へと視線を戻す。

「……身体に違和感が出たのは、俺が渡したサプリを飲んだあとか？」

　どうだっただろう。快感が身体に張り付くような変な感じのせいで、思考がなかなか纏まらない。どうにか思い出してこくりと頷くと、彼は困ったように眉根を寄せた。

「でも事前に部内でテストしたときは、こんな異常が出たケースはなかったけど……」

「ぁ、はぁっ……」

　目の前の彼が難しい顔をしている。彼を悩ませているのが私のせいだと思うと申し訳ないけれど、でもそれを言葉にして伝える余裕はなかった。

「でも、タイミング的にそれしか考えられないよな。……ごめん、桐山。こんなつもりじゃなかったんだ。俺にできることがあれば何でもする。どうしたら楽になれる？　どうしたらいい？」

　責任を感じているらしい彼が、真面目な顔でそう訊ねた。

「……身体っ……疼いて、止まらないの……だから、鎮めてほしいっ……」

　こうして話している間も、身体の欲求は募る一方だ。ともすればまた支離滅裂になりそうなところを、私はどうにか理性的に言葉を紡いだ。

「疼くって……つまり……そういう状態、ってことだよな」

　少しの間思案してから、気まずそうに言葉を選んで訊ねる加賀見に、恥を忍んで頷く。

「お願い、早く鎮めてっ……！　加賀見にしか頼めないんだからっ……」

　これがサプリのせいだというのなら、その成分を中和させるようなものは存在しないのだろうか。そういった対応ができるのは、サプリの企画をした加賀見しかいないだろう。というつもりで放った言葉を、彼は違う風に解釈したらしい。

「俺にしか頼めない、か――そうかもな。わかった」

　躊躇するように視線を彷徨わせていた加賀見だけど、彼は意を決したように言った。

「桐山が望むなら、そうするよ。俺が桐山の身体の欲求を満たしてやればいいんだな？」

「ぇ……？」

　――どういうこと？　靄がかかった思考では、彼の発言をすぐに理解することができない。

　その意味を探りながらぼうっと彼の顔を凝視する。生理的な衝動によって潤んだ瞳に映る彼は、曇りガラスを通したようにぼやけている。

「……そんな目でお願いされたら、断れるわけないだろ」

「んんっ……！」

　気が付くと、私の唇に加賀見のそれが触れていた。触れるだけじゃなく、唇の隙間から差し込まれた彼の舌が、私のそれを捕まえて舐め上げたり、絡めたりする。

「んーっ……んんんっ」

　大きく見開いた目から火花が散るかと思うほどの衝撃だった。彼の舌先が私の唇や舌を刺激するたびに、何も考えられなくなるような甘い痺れが脳髄に走る。身体を引こうとしたけれど、彼の大きな手が後頭部を支えているために逃れられない。

　私の呻きが快感によるものであるとすぐに気付いたらしい彼は、ちゅっ、ちゅっと音を立てながら何度もキスを交わし、ときに口腔を蹂躙しながら敏感な粘膜を責め立ててくる。

「あぁっ……ん、ふぅっ……」

「桐山の蕩けた顔、可愛い……大丈夫、俺が責任取ってちゃんと楽にさせるから、心配しないで。俺に任せてくれる？」

　加賀見に任せる。つまり彼に自分の身体を委ねるという意味で間違いないだろう。

　いつか奇跡が起きて、私と彼が結ばれたらと願っていた。加賀見が私の気持ちに気が付いて、振り向いてくれたなら、心だけでなく身体もひとつになるときが来るかもしれない、と。

　でもまさか、こんな形で触れ合うとは想像していなかった。大好きな彼に、劣情を鎮めてもらうお願いをするなんて、絶対に健全じゃない。

　正しくないと頭ではわかっているけれど、身体の我慢は限界に達していた。一刻も早くこの火照りを鎮めてもらわなければ、おかしくなってしまいそうだった。

　加賀見に触れてほしい。楽にしてほしい。……気持ちよくしてほしい。

「……して、加賀見っ……私の身体、変になっちゃう前に……お願い、鎮めてっ……！」

「うん、わかったよ」

　加賀見は静かにそう言うと、私の両腋に手を差し入れて抱き起した。

「ぁあんっ……」

　さきほどと同じように、洋服越しにもかかわらず、触れられただけで身体は性的な刺激として捉えてしまう。

「桐山はいい声で啼くね」

　テーブルの上に私の身体を横たわらせながら、加賀見が耳元で囁いた。

「――でも、誰もいないとはいえ少し抑えないと、誰か来ちゃうかもよ」

「っ……」

　ブラウス越しに感じる背中の冷たい感触と、誰かにこの光景を見られてしまうかもしれないというスリルとにぞくぞくして身体が震える。

　彼の長くて綺麗な指先が、私のブラウスのボタンをひとつずつ外していく。すべてのボタンを外すと、合わせ目を左右に開き、キャミソールを胸元にたくし上げた。飾り気のないブラック一色のブラが露わになる。

　私の身体を見下ろす加賀見が、脇腹からお臍にかけてをするりと撫でた。

「ぁあああっ……！」　

　ただ撫でられただけなのに――彼の乾いた指先に無数の小さな突起でも付いているかのように、柔らかなその場所に鮮烈な感覚が走り抜ける。その激しさに、媚びた悲鳴がこぼれる。

「すごい反応。本当に敏感になってるんだ」

　黒いブラの胸元を上下させ、呼吸を荒らげる私を眺めて、加賀見がぽつりともらした。

「ごめん、もちろん疑ってたわけじゃないんだけど……少し、驚いて」

　そう受け取られかねないと思ったのか、直前の言葉を打ち消すようにやや早口に言う。　

　――触れられただけでこんなに反応して、はしたない女だと思われているのだろうか。

　無理もない、私自身ですらこの状況に戸惑っているのだ。彼の開発したサプリが原因だったとして、急に痴態を見せられて信じられないのも仕方がないだろう。

　でも、そんなことはささいな問題に思えた。とにかく今は、この強烈な疼きから解放されるのが先なのだから。

「辛いところ、すぐによくしてやる」

　言いながら、彼は片方のブラのカップのなかに片手を差し入れた。

「んんっ……！」

　胸の丸みを確かめるみたいに、膨らみの輪郭をやわやわと揉みしだく。

「胸……意外と大きいな。それに、すごく綺麗」

「っ……！」

　前傾する彼の手元に視線を注ぐと、加賀見が私の胸を触っている。彼の感想にただでさえ熱い身体が、さらに熱を保つ。

　昔から胸は大きいほうだったけれど、学生時代から同性の友人にそう指摘されることが多かったから、なるべく胸のボリュームが目立たないブラを選んで着けるのが習慣になっていた。

　加賀見はもう片方の手でブラをずり上げると、ふたつの膨らみがその覆いからまろび出る。そうして、左右の膨らみを同時に愛撫し始めた。

　彼の手の動きによって自由に形を変える柔いかたまりが、まるで自分のものではないように思えてくるけれど、触れ合う部分から微弱な電流のように発せられる切ない感覚が、そうではないことを示していた。

「ここ……全然触ってないのに、もう勃ってる」

　彼が片手の指先で示したのは、膨らみの頂だ。まるで彼に触ってほしいと主張するみたいに、ぷくっと勃ち上がっている。

「あっ……そこっ……」

　指摘されると羞恥が湧き上がり、お腹の下がまたきゅんと疼いた。胸のふたつの頂に意識が集中して、より硬く尖ったような気さえする。

「こんなに硬くして……辛いよな」

「あんんっ!!」

　ふたつの頂を同時にきゅっと摘まれると、それだけで身体が弾けてしまうんじゃないかという強い刺激が身体を貫いた。

「そんなに気持ちいいんだ？」

「あ、やぁ……だ、めっ……」

「胸が感じやすいのかな、桐山は。それとも、サプリのせい？」

　親指と人差し指の腹で優しく擦り潰すような愛撫を繰り返しながら、加賀見が訊ねる。

　確かに胸の先を刺激されると弱いのだけれど、それだけでこんなに強い快感を得るのは初めてだ。ということは、サプリのせいということも多分にあるだろう。

「それ、だめっ……お腹の下、もっと熱くっ……！」

「つまり気持ちいいってことだよな？」

「ひ、んっ！」

　私の発する喘ぎが、より高く湿り気を帯びてくると、彼は手応えを得たとばかりに今度は頂を圧し潰すような愛撫に切り替える。指先を自身の唾液で湿らせて滑りをよくしてから、隆起した先端を小刻みにノックするみたいに動かすと、さきほどとは性質の違う快感が、胸の先からお腹の下へと駆け抜けた。

「感じてる桐山、すごくそそられる」

　普段、男友達みたいなやり取りを交わす加賀見の口から、『感じる』という性的なフレーズが発せられたことに、違和感が拭えない。

　きっと私はひどく蕩けた顔をしているのだろう。身体中のどこもかしこも熱いけれど、首から上は羞恥心もあって特に熱い。その熱さと高まる興奮とで口元が緩んでいるだろうことを、唇の端から微かに滴る唾液によって知った。

「こうしたらどうなる？」

「あっ――」

　言うが早いか、加賀見が私の胸元に顔を埋めた。滑る舌先が頂を捉えると、その場所を突き、転がし、舐った。

「〜〜〜〜っ……！」

　声にならない悲鳴を発し、意識が遠のきそうなほどの強い刺激に身悶える。

「やぁ、やっ、それっ……！」

「こうされるのがいい？」

　びくんびくん、と激しく背を撓らせる私の性感をさらに高めようと、加賀見は舌先での丁寧な愛撫を繰り返す。時折軽く歯を立ててみたり、甘噛みしながら、私を追い立てる。そのたびに、激しくも快い痺れが溢れ出して止まらない。

「胸の先っ……こりこりしないでぇっ！　おかしくなっちゃうっ……！」

「おかしくならないと、治まらないんじゃないか」

「そんなっ……ふぅ、うぁっ……！」

　そうなのだろうか？　この狂おしいほどの疼きを治めるには、快楽に身を任せなければいけない？

「ぁあ……だめ、だめぇっ……」

　片方を嬲り終えると、今度はもう片方を唇で食む加賀見。これ以上欲望が膨れ上がってしまったら、自分自身では制御できなくなりそうだった。うっすらと恐怖じみたものを覚えながら、絶えず送り込まれる快感に抵抗する言葉がもれる。　

「こっちはもっと大変なことになってそう」

　こっち――と指先で辿ったのは下腹部だ。膝丈のグレーのフレアスカートの脇についたチャックを下ろして脱がせてしまうと、露わになったベージュのストッキングのウエスト部分を掴んだ。そのままストッキングもするすると脱がしてしまう。

　彼の所作が素早かったのか、それとも私の頭の回転が遅かったせいなのか、言葉を挟む隙がないままに、下半身はブラと対になったショーツ一枚になってしまう。肌が火照っているから、外気に触れてスースーとして、余計に頼りない。

「加賀見……は、ずかしいっ……」

「洋服、汚すといけないからと思って」

　彼は取り払ったスカートやストッキングを椅子の上に置いてから、腰からショーツのラインにかけてを指先でゆっくりとなぞり、私の疼きの中心へと降りてきた。

「――でも、やっぱりここはもう遅かったな」

　黒いコットン地のショーツの上から、加賀見が秘められたその場所に触れる。

「あはぁっ……！」

　下着の生地越しに感じる加賀見の指先が、胸の先で感じたものよりも一段強烈な快感を運んできた。

「わかる？　上から触っただけでぐっしょり濡れてる」

　もうその場所が悦楽の証に塗れていることには気付いていた。それでも改めて指摘されると羞恥を感じずにはいられない。

　彼は私の膝を立てさせると、耳元でこう囁いた。

「捲ってみるよ」

「あ、待っ――」

　私の制止を聞くこともなく、加賀見はショーツに手をかけ太腿までずり下げた。

「見て、桐山」

　少しだけ頭を上げて、恐る恐る脚の間を覗き込んでみると、私の秘裂から溢れた粘度の高い蜜が、黒いショーツとの間に幾筋もの糸を張っているのが見えた。　

「やだ、見ないでっ……！」

「閉じたらだめだ。疼きを止めたいんだろ？」

　太腿を閉じようとしたところを、加賀見の両手にがっちりと制される。

　自由を失った両足の間に自身の上体を入れてしまうと、彼は改めて興奮の湧き上がる秘裂を見下ろした。

「解す必要もないくらいとろとろだ」

　加賀見はそう呟くと、吸い寄せられるみたいに片手の中指を秘裂に押し当てる。すでに外部からの侵入を許している状態のそこは、抵抗感なく指先を受け入れ、一気に第二関節までを飲み込んだ。

「ぁあああっ……！」　

　彼の中指がくるりと回転し、手のひらを上に向けた角度で膣内を擦ると、否応なしに鼻にかかった声が出る。発する意図はないのに、熱に浮かされた身体は言うことをきかず、条件反射で嬌声を奏でてしまう。

「膣な内かがすごく熱い。それに、俺の指をきゅっと締め付けてくる」

「言わないでっ……」

　一度中指を抜いたあと、なおも物欲しそうに涎を垂らす局部をまじまじと見つめ、そうもらす加賀見。彼の視線の先にある、私の恥ずかしく濡れそぼった場所を見ていられなくて、顔を横に向けた。

「は、恥ずかしいのを我慢してるのっ……お願いだから、言っちゃやだぁっ……」

「ごめんな。いつも強気な桐山のこんな姿が新鮮で、つい苛めたくなった」

　加賀見は謝ったあと、

「安心して、ちゃんと鎮めてやるから」

　と、さきほど膣内を掻き混ぜた指先で、入り口の周辺をゆるゆると撫で擦る。

「ん、ぁはあっっ……」

　再び最も敏感な粘膜に直接触れられると、歓喜の喘ぎを堪えることができない。幾重にも重なる襞を引き延ばすように指の腹で刺激され、熱くとろみのある滴りが溢れてくるのがわかる。

　彼は蜜の湧き出る根源にもう一度中指を差し入れた。今度は根元まで一気に埋めてしまうけれど、やはり抵抗感はない。

　第一関節まで引き抜きながら、次は人差し指と二本揃えてその場所に突き立てる。

「はああぁっ……！」

　質量が倍になれば、内壁を擦る面積もまた倍になる。すると背中を駆け上がっていく快感も倍になり、私は無意識のうちに腰を浮かせてしまった。

「気持ちいい？」

「ぅ、あぁっ……」

　――すごく気持ちいい。

　答えを音にする暇も与えられず、二本の指がゆっくりと抽送を始める。

「すぐに桐山の気持ちいいところ、探してあげるよ」

　膣内を往復しながら、彼の指先がお腹の内側を軽く引っかくような動きに変わる。

　加賀見は何かを確かめるように、ほんの少しずつ指先が触れる場所をずらしていく。

　すると、何度目かのタイミングで、お腹の中身を全部持っていかれそうになるほどの、激しすぎる快感が迸った。

「っ……？」

　その悦びに身体全体が震え、背けていた顔を思わず彼に向けてしまう。

　何これ？　こんな感覚知らない――

「ここ？」

　私の反応を受け取り確信を得た加賀見は、躊躇なくその場所を繰り返し擦り始める。

「ゃああっ！　それだめぇっ……！　触らないで、変にっ……ぁああっ……!!」

　気持ちいいなんて言葉ではとても表現できない強い感覚に、目が眩みそうになる。

　瞬間的に、脳裏に赤信号が点りチカチカと点滅する。このままじゃ、本当におかしくなる。

　彼の手の動きを中断させるべく起き上がろうとしたけれど、絶えず送り込まれる快感に遮られ叶わない。

　ならばと下腹部に向かって両手を伸ばしてみるものの、これも無下に払われてしまった。

　――だめ、お腹の底からせり上がってくるものを我慢できない。

　もう、私、我慢できないっ……!!

「ぁああああああああんんっ……!!」

　下半身にふわりとした浮遊感が漂った直後、視界に映る彼の顔がぐにゃりと歪んだ。

　直後、自分のなかのリミッターが外れるのを感じた私は、何が起きたのかもわからないままに一際大きい嬌声を上げて絶頂に達した。

　びくん、びくんと大きく身体を震わせながら快感の余韻を味わったあと、緊張から解き放たれた身体が一気に弛緩する。

「……あっという間にイったね」

「はぁっ……はぁっ……」

　まるで全力疾走したあとみたいに、身体が重だるい。

　愛液でコーティングされた二本の指を膣内から抜くと、加賀見がそれをぺろりと舐めた。私はそんな彼の姿を、肩で息をしながら眺めている。

　何が起きたっていうの？　……わからない。

　稲妻のように突然降り注いだ激しい感覚に戸惑いながら、呆けたみたいにぼんやりと加賀見の顔を見つめる。

　芸能人かと見紛うほどに整った顔をしている彼が、観察するような視線を向けてくる。

　その鋭い眼差しに、消えたと思った情欲の炎が再び燃え上がる。

　やめて。そんな目で見ないで。私の身体がまた高ぶってしまっているのを見透かされそうで……ぞくぞくする。

「身体の疼きは治まった？」

「……っ」

　直前までの突き上げられるような衝動は薄れたものの、疼きの源は根深く、まだ完全に治まったとは言い難い。

　即答できなかったのが答えだと察したのだろう。彼は口ごもる私ににやりとした意地悪な笑みを浮かべた。

「治まるまで、何度でもしてやるよ」

　力の入らない私の両膝を折ると、まだ絶頂の名残に戦慄く秘裂が剥き出しになる。サプリの影響と絶頂とで普段よりずっと敏感になっている身体は、脚に触れられているだけでも声がもれてしまいそうだ。

　加賀見が直視しやすくなった秘裂に顔を近づける。彼の呼吸に合わせて吐息が吹きかかり、熱さの治まらないその場所に、わずかにひんやりとした感触をもたらした。

「――疼きが止まるまで何度も感じさせて、イかせてやる」

　そう宣言した後、彼は会議室の蛍光灯を反射してテラテラと光る秘裂に唇を寄せ、キスをした。入り口に染み出た蜜を掻き集めるように、下から上へと、舌先で撫でる。　

「やぁっ――加賀見、だめぇっ……！」

　弾かれたような快感に身悶えつつ、そんな場所を唇で愛撫するなんて――と、ほぼ悲鳴となった声で抗う。拘束を解こうと脚をバタつかせても、相変わらずがっちりと押さえ込まれているがゆえに、私の思惑は叶わなかった。

「どうして。疼きを止めたいんだろ」

「そこ、汚いからっ……は、恥ずかしくて死んじゃうっ……！」

「こういうの、されたことない？」

「あ……アブノーマルなことは、しないことにしてるからっ……」

　学生時代にお付き合いしていた人とセックスの経験はあったけれど、お互いあまり慣れていなかったこともあり、こういう愛撫の経験はない。

「アブノーマル？」

「だって、こんなの……普通じゃないから」

　常に下着で覆い隠しているその場所に、男性の唇が触れるというのは、何かとってもいけないことをしているかのように感じてしまう。ぼそぼそと述べると、彼は顔を上げて意外そうに眉を上げる。

「桐山って潔癖なんだな。そう思ってるのは少数派だと思うけど」

「そ……そう、なの？」

「ていうか、普通じゃないって話だったら、身体が疼いてるから俺に鎮めろって頼むのも同じだろ」

「そ、それは……」

　おかしそうに笑われて恥ずかしくなった。

　確かにそうだと思う反面、そもそもそういうつもりで言った言葉じゃないと反論しようとしたところを、秘裂を覆う官能的な感触に阻まれた。

　反射的に下肢に視線を注ぐと、加賀見が舌先を尖らせて、秘裂の隙間を埋めるようにゆっくりとその場所を舐っていた。恥毛をかき分け、入り口や襞を丁寧に愛撫する。

「はぁっ――やだってばぁっ……！」

「いいから、集中して」

　彼は短く言い、彼自身もまたこの行為に集中するとの意を示した。

　舌の細かな突起が粘膜に触れるたびに、甘く切ない悦びが下肢を覆い尽くし、頭の奥が蕩けてしまう。

　指で触れられてるのと全然違う。腰をくねらせ、独特な感触がもたらす初めての快楽に溺れそうになりながらも、何とか理性を保とうと必死に気を張った。

「気持ちいい？」

　直接愛撫を施している彼には、そんなことわざわざ問わなくてもわかるだろうに。私から肯定の返事を聞き出したいためにわざと訊ねているのだと思うと、妙に悔しくて、返事を控えた。

「――ま、いいけど。ここ弄られても、そんな風にしてられるかな」

　彼は片手をスライドさせて秘裂の襞を押し広げると、今度は入り口のやや上に位置する突起を舌で転がし始める。

「ゃああああんっ！」

　切れ味のいい鮮烈な快感は、私の意識を一瞬にして乗っ取ってしまった。ざらざらした舌の感触に、腰ばかりでなく全身がびくびくと震える。

「真っ赤に勃起してて探しやすかったよ。ここ、イイだろ？」

「っ――待っ……強っ……！」　

　今まで不自然なくらいに触れてこなかったその部分は、刺激を欲するあまり主張するみたいに膨らんでいたらしい。まるで、このときのために敢えて差し置いておいたのだと言わんばかりに、熟れ切った場所を一気に責め立てられる。

　舌先で転がしていた突起を唇で挟んでじわじわと圧をかけたり、そのままちゅっと吸い上げたりする。その度に、狂おしいほどの鋭い悦楽が脳天を突き、思考することそれ自体を奪われた。ただただ、鼻にかかった艶めかしい声を上げながら、強烈な刺激に反応することしかできない。

「はぁっ、やぁっ――」

「またイきそう？」

　無我夢中で相槌を打つ。容赦ない責めの果てに待っているのは再度の絶頂であろうと、容易に想像できた。

「膣な内かも一緒に擦ってやるよ」

　突起への愛撫を続けたまま、加賀見はさきほどそうしたように人差し指と中指の二本に、秘裂から溢れて双丘まで滴る快感のしるしを塗しつける。そのまま入り口に挿入すると、私を高みに導いたあの場所を探した。

「ひ、ぁあっ！」

　二回目ともなれば、指先はすぐに目的の場所へ辿り着く。私の声色が変わると、唇と舌先で突起を嬲りながら、そこを小刻みに擦り上げる。

　下腹部で最も敏感な性感帯を同時に刺激され、快感の回線がパンクした。

「もう、だめぇえっ――ぁあああああああっ……!!」

　悦楽を悦楽と認識したのと同時に、私は再度頂点まで上り詰めた。その刹那、汗とも愛液とも違うさらさらした液体が入り口から勢いよく噴き出した。

　――何もかもがわからなくなるくらい、気持ちいい。　

　はしたなく腰を突き上げ、両足のつま先をピンと伸ばして――何にも代えがたい絶頂の幸福感を存分に享受した途端、身体が急に鉛のように重くなった気がして、少なからず緊張していた背中を完全にテーブルに預ける。

　……私、またイっちゃったの……？

「潮噴くくらいよかったんだ」

「っあ……？」

　脚の間から覗く彼の顔は、私の秘裂から噴き出したものでびしょびしょになっている。

「ご、ごめん――そんなつもりじゃっ……」

　どうしよう。加賀見の手やワイシャツの袖口だけに留まらず、その綺麗な顔まで汚してしまったなんて。

　疲労困憊の身体を無理やり起こそうとして――あれ？　眩暈がする。

　おかしい。何だか視界がどんどん暗くなっていくような……。

「桐山？」

　私の名前を呼ぶ加賀見の声が遠くなる。

　――情けなくも私の身体は、慣れない快楽責めに屈服し、意識を飛ばしてしまったのだった。






２








　目覚まし時計のベルの音が、朝を告げる。

　私は半分眠ったまま、そこにあるだろう目覚まし時計のボタンを探し、ベッドのフレームに手を伸ばしたけれど、あるはずの場所にそれがない。

　変だな。不思議に思って目を開けると、すぐとなりに眠っている加賀見の姿を見つける。

「っ……！」

　何とか悲鳴を呑み込んでから記憶を辿って、私がここで就寝するまでのことを思い出した。

　二度の絶頂のあと少しの間気を失っていた私が目覚めたのはおよそ三十分後。ベッド代わりのテーブルから起き上がると、衣服はきちんと正されており、下着の冷たく濡れた感触さえなければ、加賀見との間の秘めごとは夢だったのではないかと思えるくらい、その形跡は消し去られていた。

　私が意識を取り戻したことに気付いた加賀見は、開口一番に「具合はどう？」と心配してくれた。そのときには身体の疼きはすっかり消えていたから、異常はないと告げると、彼は心底ホッとした表情を浮かべた。

　そして加賀見は次に、「サプリのせいで酷い目に合わせてしまったかもしれない。申し訳ない」と真面目なトーンで謝った。

　絶対に彼がくれたサプリが原因だとは言い切れない。好きな人と不本意な形で性的な接触を持ってしまったことを一刻も早く忘れたかった私に、彼を責める気はおきず、「気にしてないよ」とだけ伝えるに留めた。

　すると、彼のほうから驚くべき要望が。なんと、「このままモニターとして、一週間サプリを継続して摂取してほしい」と言うのだ。

　部内のモニターには私のような症状が表れた人はおらず、彼としては件の症状に繋がるものが何なのかを調査したいらしい。

　具体的には、引き金となるのが摂取の際の条件なのか、それとも改良後のサプリの成分そのものなのか。もしくは、それ以外の理由があるのか――など。

　当然、最初は断った。いくら加賀見の頼みでも、それは聞けないし聞くべきではないと。

　一週間、朝晩とこのサプリを飲み続けるということは、その間いつ治まるかもわからない疼きと戦い続けなければならない。想像するだけで身の毛がよだった。

　ところが、加賀見も簡単には引かなかった。彼は今回のサプリの企画に並々ならぬ力を注いでいるからか、「美肌サプリとしての出来は間違いなくいいので、必ず商品化させたい。そのためには原因の究明が必要だから、どうしても手を貸してほしい」と、力強く訴えてくる。

　仕事にかける情熱は理解できるし、そのために協力できるのであればしてあげたいけれど、それで自分自身の生活や尊厳が揺らぐのはご免被りたい。

　サプリを飲むたびにこんな状態になるのは困ると正直に告げると、「なら、一週間だけ俺の家に泊まりに来ればいい」なんて、これまたトンデモな提案を持ち掛けてきた。飲んだ少しあとに効き目が出てくるのなら、今回のように都度彼が疼きを鎮めればいい、と。

　失礼ながら加賀見の正気を疑った。そこまでして私がモニターにならないといけないのか、とも思った。

　……でも、真剣な目で懇願する彼の顔を眺めていたら、Ｎｏとは言えなかった。

　自分でも馬鹿げているとわかっている。でも、至って真面目に「これは症状が出た桐山にしか頼めないことなんだ」なんて言われると、きっぱり断ることができず、「本当に一週間だけだからね」と了承するしかなかったのだ。

　彼の申し出を受け入れた理由に、彼とふたりで過ごす時間を得られるチャンスだという不純な気持ちがあったのは否めない。この先加賀見と付き合える可能性はゼロだろうから、一週間といえども限りなく恋人同士に近い距離感で接することができるのは、私にとって魅力的に映ってしまう。

　私の身体を気遣った彼がタクシーに同乗し、取り急ぎの荷物を取りに私のマンションまで付き添ってくれたあと、そのまま加賀見の自宅へ向かった。

　電車では会社の最寄り駅から四駅ほど離れた距離にある彼のマンション。駅の近くにあって利便性がよく、綺麗な造りだ。部屋の間取りは１ＬＤＫで、テレビやローテーブルがあるリビングルームと、シングルベッドとワーキングデスクのある寝室とに分かれている。

　出がけにコンビニで購入した夕食を温めて食べたあと、私はシャワールームを借りた。

シャボンの香りのボディソープと温かいシャワーで全身を洗い流していると、退勤後の出来事はやっぱり夢だったのではないだろうかと考えてしまったけれど、私の脚や下腹部に感じた彼の手と、身体のいろんなところで触れ合った感触が蘇り、現実に起きたことだと思い知らされた。

　持参したルームウェアに着替えて加賀見とシャワーを交代し、彼を待つ間、改めて部屋を見回してみる。きっちりしている彼らしい、掃除と整理整頓の行き届いた部屋だ。清潔感の漂う白や淡いグレーが基調になっていて、それゆえに圧迫感がなく居心地がよく思えた。　

　加賀見がシャワーを終えると、もう日付を跨ごうとする時間帯だった。そもそもここに到着した時点で遅かったのだけど、明日の仕事に備えてすぐ寝ることにした。

　するとそこで問題が発生する。寝る場所がないのだ。この部屋の寝具はシングルベッド一台のみ。最初は加賀見が床で寝ると言ったのだけど、フローリングの上で直に寝るのは身体に負担がかかる。それを知っていて自分だけベッドで寝るのは気が引けたので、話し合った結果、お互いに背中合わせになった上でひとつのベッドで休むことにしたのだ。

　そう結論を出したものの、異性と一緒に寝るなんて、学生時代に付き合っていた彼氏とそうしたとき以来なのですごく緊張する。相手が加賀見ならばなおさらだ。

　とはいえ、私が自覚していた以上に身体はくたくただったようで、横になってしばらくするとあっという間に眠りに落ちてしまったようだ。そして現在に至る。

　とりあえず目覚ましを止めなければ。上体を起こし、彼の頭上にあるスクエア型の目覚ましのスイッチを押すと、室内に静けさが戻った。

　背中合わせで寝ていたはずの彼は、寝返りを打ったせいなのかベッドの中心を向いており、スースーと規則的な寝息を立てている。

　……加賀見の寝顔って、こんな感じなんだ。眠っているときでさえカッコいいなんて、何だかずるい。

「う……ん」

　しばらくその寝顔を眺めていると、彼が小さく唸った。起きたのかと身構えたけれど、どうやら寝言だったらしく、また安らかな寝息を立て始める。

　長い間アラームの音が鳴り響いてもすぐに目覚めないところを察するに、意外にも朝は苦手みたいだ。私はベッドからそっと抜け出すと、まず自分の身支度を整えた。

　その後、事前に加賀見から家を出る時間を聞いていたので、そこから逆算してまだ時間に十分ゆとりがあることを確認し、昨日コンビニで夕食と一緒に購入した材料で朝食を作った。チーズトーストに目玉焼き、コールスローサラダという簡単なメニューだけど、ないよりはマシだろう。

　リビングのローテーブルに、ちぐはぐな食器に盛りつけた朝食を並べたところで、寝室から加賀見がやってくる。

「おはよう、桐山」

　上下グレーのスウェットに身を包んだ加賀見の寛いだ姿を見たことがあるだろう人物は、社内でもそう多くはあるまい。ほんのちょっとだけ優越感だ。

「……本当に作ってくれたんだ」

　テーブルの上の朝食を見つけるなり、加賀見が目を瞠ってそう言った。

　一応、昨夜のうちに朝食を作るつもりであることは伝えていたのに、驚かれるのはちょっと心外だ。

「もしかして、本気にしてなかったの？」

「そうじゃないけど」

　私が少し拗ねたように言うと、加賀見は声を立てて笑った。

「まぁ、味の保証はできないけど、よかったら食べて」　

「ありがとう。顔洗ってくるから、悪いけど少し待ってて」

　私は頷いて、洗面所へと向かう彼がリビングに戻ってくるのを待った。

　

「おいしかったよ」

　用意した朝食をすべて平らげたあと、向かい合っている加賀見がそう感想をもらす。

「そう？　よかった」

　本当は彼がそれを口に運ぶ瞬間、ものすごくドキドキしていたのだけど、私は極力気にしていない風に言った。

「桐山って料理できるんだな」

「できないなんて言ってないよ。お弁当持ってきてたことだってあるの、知ってるでしょ」

「でもすぐにやめてたから、苦手なのかと思ってた」

「失礼な」

　なるほど、彼の目にはそういう風に映っていたのか。私は口を尖らせた。

「違うの？」

「お弁当をやめたのは料理が苦手とか朝が辛いとかじゃなくて、社食のほうが同じ班の人たちとコミュニケーション取りやすいなって思ったからだよ。和やかな雰囲気のときのほうが話しやすい内容とかもあるじゃない？」

　主任になってからというもの、同じ班の後輩と一緒にこなす仕事が増えた。円滑に仕事を進めるためにはそういう時間も必要だ。

「そういうことか」

　私なりに考えて決めたことであると伝えると、加賀見は納得した様子で数度頷いて、それから私の顔をじっと見つめた。その眼差しの優しさに、心臓が早鐘を打つ。

「何？　私の顔、何かついてる？」

「いや、感心してたんだ。そんな風に考えてたんだなって。確かに、立場が変わると仕事以外のことにも気を配らなきゃいけなかったりするよな」

「……うん」

　まさかこんなにストレートに肯定的な反応をされるとは思わなくて、相槌を打つのが精一杯だった。

　もしかして、好印象を抱いてくれたってことなんだろうか。だとしたらうれしい。

「ぐっすり寝られたみたいで安心したよ。知らない場所でリラックスできなかったら悪いなと思ってたけど、その心配はなかったみたいだな」

「あのね、他人を図太いみたいに言わないで」

「いや、だから安心したって話」

　弁解するように緩く首を横に振っているけれど、果たして本当だろうか。

「――それはそうと桐山。サプリ」

「そうだった」

　加賀見と朝食をともにするという夢のような時間に、本来の目的を忘れかけていた。

　私は傍に置いていた通勤用のトートバッグのなかから昨日もらったチャック付きポリ袋を取り出し、サプリを二粒手に取る。それを、グラスに注いだミネラルウォーターで喉奥に流し込む。

「……体調は問題ないよな」

「うん」

「確か、他に飲んでる薬もないって言ってたよな」

「うん、ない」

　彼は私に質問しながら、部屋の掛け時計で時間を確認しつつ、スマホのメモ機能で飲んだ時間などを記録しているようだ。

「一応、飲んでからどれくらいで症状が出るかも記録しておこうと思うから、異変を感じたら教えて」

「わかった」

　素直に返事をしながら、このまま症状が出なければいいのにと思う。

　こんな風にふたりきりの時間を過ごせるのはありがたいけれど、これから朝晩サプリを飲むたびにまたあの疼きがやってくるというのは、どうしても受け入れがたい。

　加賀見の話では、一般的な美容サプリに漢方薬や西洋ハーブを加えてはいるけれど、怪しいものは一切入っていないとのことだから、昨日はたまたま何らかの悪条件が重なっただけだと信じたい。

　食事の片づけを済ませ、ローテーブルの傍でひと息ついたところで、無情にもあの感覚が湧き上がってくる。お腹の底からせり上がるような切ない疼き。

　――来た。残念ながら、私の期待はあっさりと打ち砕かれてしまったようだ。

「っ……加賀見……」

　身体が熱くて息が上がる。向かい側でスマホを操作していた彼がすぐに顔を上げて、こちらを見た。

「……こっち来て。すぐに楽にしてやるからな」

　顔を見ただけで、私の身体のなかで何が起きているかを察知したらしい彼は、立ち上がって目の前までやってくると、背を屈めて私を抱き起した。

「んんっ……！」

　肌と肌が触れ合うと、それだけで肌の上をぴりぴりとした感覚が走る。

　私は彼の手によって寝室に導かれると、また狂おしくも甘美な時間を味わったのだった。
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　――サプリのモニター生活、四日目の午前中。

　このあとはいよいよ取引先の販売店に向けた新商品のプレゼンだ。資料の再確認をしていると、千世ちゃんがやってきた。

「初菜、プレゼンいよいよだね」

「うん。やっぱり緊張する。千世ちゃんがいてくれて心強いよ」

「いやいや、あくまで私は初菜のサポートで入るだけだし。でも、一緒に頑張ろっ」

　プレゼンの場は何度経験しても慣れない。今回は商品によっては私がメインで進める部分もあったりして、朝から気が気じゃない。気心の知れた千世ちゃんも同席する予定なのが唯一の救いだ。

「そういえば、結局『ブリランテ・プレミア』買ったの？」

「ううん、買ってないけど、何で？」

「最近肌荒れしてるって言ってたのに、心なしか綺麗になったような気がして……じゃあ、ファンデ変えたとか？」

「……ま、まぁ、そんなとこ」

　千世ちゃんってば鋭い。私は内心で焦りながら、曖昧に頷く。

　自信作というだけあり、加賀見がくれたサプリの美肌効果は絶大だった。鏡を覗くたびに、肌が綺麗になっていることを実感できるのがすごい。

「何に変えたの？　教えてよー。私もそれにしようかな」

「千世ちゃんはもともと肌綺麗だから、必要ないよ」

　サプリのモニターをしているなんて話を誰かに言えるはずはなく、私と加賀見だけの秘密ということになっている。もちろん千世ちゃんも知らない。

「ってかそれ、ちゃんとうちの商品でしょうね。ダメだよ、愛用品が他社のだってバレたらひんしゅく買っちゃう」

「大丈夫、大丈夫。心配してくれてありがと」

　私がそれとなく話を逸らした理由を、他社の化粧品を使い始めたからだと思ったらしい千世ちゃんに心配されるけれど、そうではないことを伝えると、彼女の表情に安堵が浮かんだ。

　サプリのモニターを始めて四日目が経過したということは、イコール加賀見との同居生活も四日目に突入したということだ。

　夜寝るときや朝起きたときに、好きな人がとなりにいるという状態にまだ頭が追い付いていない。というか、仕事外の時間に彼と一緒にいることそれ自体にまだ慣れない。当然、サプリによる疼きを鎮めてもらうことにも。

　朝と夜、サプリの服用を続けてみて、症状や症状が出るまでの時間についてはほぼ同じであることがわかった。症状が治まるまでの時間にはバラつきがあるものの、絶頂感を得られれば次第に治まっていくということで間違いなさそうだ。ただ、どうして私にこの症状が出るのかという部分については、詳しいことはわかっていない。加賀見が調べてくれているところだ。

　千世ちゃんは、私が今、加賀見と一緒に生活していると知ったら驚くだろうか。驚くよね。私自身も、驚いてるんだから。

　それこそ、加賀見だって驚いているはずだけど、傍から見る限りでは普段通り落ち着いているように見える。嘘が苦手な私は彼との関係を悟られないように、エレベーターホールや社食で顔を合わせたときには、つい彼と距離を取ってしまう。けれど、彼のほうはいつもと変わらず傍にやってきたり、軽口を叩いたりしてくる。そのたびに勘付かれやしないかと過剰にドキドキしてしまって、大変心臓に悪い。

　加賀見には、「気を付けるべきところは気を付けているんだから大丈夫だ」と笑われている。彼の言う通り、出勤時間や帰宅時間をずらしているから、少なくとも社外で私と彼がふたりでいるところを見られる恐れはなく、ゆえに私たちの関係を邪推されるようなこともないというわけだ。頭ではわかっているけど、意識してしまうんだからどうしようもない。

　加賀見については、意外に思っていることはひとつある。それは、私の身体の疼きを鎮める際に、一切私とのセックスを求めてこないことだ。

　私の疼きを取り払うまで、繰り返し何度も愛撫を施してくれる彼。例え好きな相手じゃなくても、女性に比べて男性の性衝動は激しいものだと聞くし、勢いで求めてきたっておかしくなさそうなのに。

　白状すると、性的な接触を持つうちに、彼のほうからセックスを迫ってくることもあり得ると考えていた。私がサプリの影響で判断力がなくなっているときなら、なおのこと話を持ち掛けやすいだろう。そのとき、彼を好きだという気持ちに従い、それに応じるべきか否かをシミュレーションしていたくらいだ。けれど、これまでそういうことは一度もない。

　私に女性としての魅力がないのかと悩みかけたけれど、私の身体に触れている際、グレーのスウェットの下で硬く屹立するものを感じたことがあるから、そうではなさそうだ。

　とすると、どうしても清水ちゃんの顔が浮かんできてしまう。

　身体が反応しているのに、それを押し込めようとするのはなぜか。

　彼はおそらく、想いを寄せる清水ちゃんを裏切りたくなくて、私に手を出してこないのではないだろうか。事情があるとはいえ衝動に身を任せてしまったら浮気になる。だから我慢している――それくらいしか、正当な理由が思いつかない。

　悔しいと思う反面、加賀見らしいなとも思った。仕事でもプライベートでも真面目で一本気な彼を好きになったのだから、仕方がないのかもしれない。

「――あっ」

　そのとき私はふと、とても重要なことを思い出した。

「どうしたの？」　

「あ、ううん、なんでもない」

　思いのほか大きな声が出たせいか、千世ちゃんが深刻そうな顔で訊ねる。

　私は軽い笑み交じりに答えたものの、内心では非常に困惑していた。

　――やってしまった。今朝の分のサプリを飲み忘れた。

　毎朝毎晩、飲み忘れのないようにとその後のフォローとを兼ねて、必ず加賀見の傍でサプリを飲むようにしている。ところが、今朝に限ってはその加賀見が急遽朝一で会議に入らなければいけなくなったとのことで、その資料作成のために早く家を出た。結果、いつも朝食後に飲むことにしているサプリの摂取を忘れてしまった。

　どうしよう、今からでも飲むべきだろうか？　でも、もし症状が出たら？

　プレゼン中にあんなことになったら悲惨だ。想像しただけでもおぞましい。

　でも、加賀見とは一週間飲み続けるって約束しちゃったし……約束は守ったほうがいいような気もする。

　私は散々迷った末に、サプリを飲むことにした。

　彼は「この症状が出ている桐山にしか頼めない」と言っていた。加賀見たちが頑張って作ったこのサプリを世に出すには、この重大な欠陥を修繕しないことには難しいだろう。原因究明の役に立てるなら、むしろ飲まなければいけない。

　それに、いくら何でも、プレゼンという緊張感の張り詰めた場で、変な風になったりはしないように思えたからだ。仕事に集中していれば、余計なことは感じにくいはず。

　そう楽観的に捉えると、千世ちゃんの視線が逸れている間を見計らって、朝の分のサプリを二粒口に含んだ。愛飲している紅茶のペットボトルを傾け、嚥下する。

「あ、そういえば聞いた？　新商品のプレゼン、商品企画一課もアシストしてくれることになったって」

「そうなんだ」

　商品企画一課はまさしく加賀見のセクションだ。商品を売り込む際、実際に開発を手掛けた部門からの推しがあるのは大変ありがたい。

「そろそろ会議室開けてくるね」

　私は手元の資料を纏めながら、千世ちゃんにそう言い、営業部のフロアを出た。プレゼンの時間はもうすぐそこまで迫っている。

　――ごく近い未来、高を括ってサプリを飲んでしまったことを激しく後悔するのだけど、そんなことなど知らない私は、やる気と緊張の板挟みになりながら、第一会議室へと向かったのだった。
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「新商品『ブリランテ・プレミア』は、弊社の一大ヒット商品である『ブリランテ』を、さらに幅広い年代の方にご使用して頂くために開発いたしました――」

　なるべく声が上ずらないようにと注意しながら、手元の資料を読み上げる。それは緊張からくるものではなく、明らかにサプリの影響だった。

　ちょうどプレゼンが始まったころから、下腹部を中心に強い疼きを感じるようになった。最初はとにかく気合で跳ね飛ばそうとプレゼンだけに意識を集中させていたのだけど、疼きは治まる気配を見せない。

　それどころか、やり過ごそうとすればするほどこの筆舌に尽くしがたい感覚は増幅する一方だ。結局、気持ちだけでは抗えなかったということになる。

　とはいえ、プレゼンを途中で放り出すわけにもいかず、辛うじて残っている理性が私をこの場に繋ぎとめている状態だ。私は一度資料から視線を外して顔を上げると、周囲を見回した。

　長机をロの字型に組んだ第一会議室では、各販売店の担当者が四名、我が社の営業部の営業一課から直属の上司である紺野係長と千世ちゃん、私の三名、そして商品企画部の商品企画一課から、加賀見とその部下の岩いわ永なが主任の二名、計九名が向かい合っていることになる。

　こんなに大勢の前で醜態を晒すのは勘弁だ。是が非でも切り抜けなければ、プレゼンの失敗だけに留まらずいろいろなものを失ってしまいそうだ。

「つ……次のページをご覧ください。『ブリランテ』の販売個数の推移につきましては、こちらのグラフでご確認ください」

　高熱が出たんじゃないかというくらい、身体が熱くて汗が止まらない。私は傍らに置いたハンドタオルで額や顎下、それと首元に滴る汗を拭いながら、資料の続きを読み上げる。

「汗すごいけど、大丈夫？」

　販売店の担当者の注意がグラフに逸れている間に、となりに座る千世ちゃんが小声で訊ねてくる。私の尋常ではない汗の量に驚いたのだろう。こんな情けない姿を見られたくないという思いもあり、私は頷くだけの返事をした。

　サプリを飲むたびに毎回こうなるので、自分自身ではもう驚いたりはしないけれど、周りから見れば異常に感じるのは理解できる。だからこそ、気にしてもらいたくはなかった。

　薄いブルーだったハンドタオルは、汗を吸ったせいで面積の半分ほどがやや濃い色味に変わっている。隅に有名スポーツブランドのロゴが刺繍されているそれは、私のものではない。角を挟んでとなりに座る、加賀見のものだ。

　彼は、私に症状が出始めてすぐに様子がおかしいと気が付いたらしい。通勤用のトートバッグのなかにハンカチを忘れてしまったため、噴き出す汗に困惑している私に、長机の下からそっとこれを渡してくれたのだ。

　ともすれば激しくなってしまう呼吸を抑えるために、今の間に深呼吸をする。

　――お願いだから鎮まって。鎮まるのが無理でも、せめてこれ以上はやめて。

　私の願いも空しく、身体は火照っていくばかりだ。次第に、頭がぼんやりとして、何も考えられなくなってくる。と同時に、下腹部がさらにじんと熱くなり、膣内からとろりとしたものが溢れるのがわかる。入り口から吐き出されたその熱が、ショーツのクロッチの部分に染み出て、張り付いているのだ。私は羞恥でさらに顔が熱くなった。

　――プレゼン中に下着を濡らしてしまうなんて、何やってるの。

　いけないことだとわかっているからこそ、その背徳感がさらに欲望を煽ってくる。

　早くこの疼きを止めたい。疼きを止めるための刺激が欲しい。気持ちよくなりたい。

「『ブリランテ・プレミア』と『ブリランテ』の成分を比較した表を……資料の最後に添付させて頂いておりますが……」

　視界に映る字面を読み上げながら、頭のなかではどうすればこの衝動を満たせるのかという思考でいっぱいになっていた。

　仮に、この場から離れることができたらと想像してみる。ひとりになれる場所を探して、自分自身を慰めようにも、きっと満たされることはないだろう。

　いつも疼きを止めてくれるのは加賀見だ。今や私よりも私の性感帯をよく知っている彼なしでは、上り詰めることはできないに違いない。

　じゃあ、どうしたら？　私はしばらくの間、この熱を持て余したまま……？

「――この、ようにっ……『ブリランテ・プレミア』は……エイジングケアに必要とされる……美白成分が配合されており……抗酸化、作用のある――」

　喘ぎを噛み殺した自分の声が、自分のものじゃないみたいに聞こえる。

　ショーツの下の秘裂が、秘核が、刺激を欲して戦慄き、妖しい期待によって溢れた蜜でどろどろになっているのがわかる。

　加賀見に触れてほしい。いつもみたいに腫れあがった突起を撫でて、転がして、入り口から指先を差し入れて――擦られたらすぐに達してしまうあの場所を擦って、イかせてほしい。

　大切なプレゼン中にそんなことを考えちゃいけないのに――身体の奥がもうこれ以上は待てない、我慢できないのだと訴えてくる。

　早く触って。舐めて。気持ちよくして。　

　脳裏で、昨夜の加賀見との淫らな時間を思い出す。

　最近の彼は意地悪だ。責任を取って私の身体の疼きを鎮めてくれると約束したのに、いざ私がサプリを摂取し、副作用に身を悶えさせていると、すぐには楽にしてくれない。私が彼の愛撫を欲して、それを具体的な言葉にするまでは、おざなりな刺激しか与えてくれないのだ。

　もし彼が今、劣情のままに反応する私の身体を目にしたら、どんな風に揶揄するだろうと想像する。

　「サプリのせいとはいえ、仕事中なのにこんなに溢れさせて」？

　もしくは、「大事なプレゼンの最中なのに、俺に触ってほしくなったんだ？」とか？

　いずれの台詞も、まるで本当に加賀見が耳元で囁いているかのように思えてきて、また下肢が切なく震えた。

「桐山？」

　千世ちゃんを挟んでひとつとなりに座る紺野係長の鋭いソプラノにはっとした。

　身体の内側に渦巻く欲望に思考を支配されてしまい、資料の読み上げを中断していたらしい。紺野係長は千世ちゃんの向こうから、眼鏡越しに困惑したような視線を向けてくる。

　千世ちゃんだけではなく、加賀見や岩永主任、販売店の担当者など、その場にいる誰もが私に注目している。

「っ……！」

　見られているという事実に、ぞくぞくとしたものが背中を駆け抜けていった。

　見られている。視線を注がれている。別に服の下を覗かれているわけではないのに、サプリと妄想によって激しく反応してしまっている恥ずかしい場所を暴かれたかのような錯覚に陥り、眩暈がする。

　周囲からの眼差しと強い疼きにより思考が停止した私は、ものも言えないまま硬直してしまう。

　何か言わなければ変に思われるのはわかっているけれど、もう気の利いたことを考えて発言できるような状態ではなかった。

　どうしよう。どうしたらいいんだろう。空白が耳に痛いけれど、絶えず下腹部を襲うきゅんとした感覚が建設的な思考を拒否し、なす術がなく途方に暮れる。

「――ちょうど、『ブリランテ・プレミア』の成分についての説明部分になりますので、こちらの項目から開発側が引き継ぎます」

　気まずい沈黙を破ったのは加賀見の声だった。本来であれば私が進行しなければいけない部分を、そのまま代わってくれるつもりのようだ。

　彼が資料を流暢に読み上げるうちに、怪訝そうに私に向けられていた周囲の視線が離れていく。私は片手に握りしめていたハンドタオルを額や首元に押し当て、拭ったばかりだというのになおも珠のように浮かぶ汗を吸い取りながら、もう一度深呼吸をした。

　――助かった。危なかった。あのまま空白の時間が続いていたら、焦るあまり何を口走っていたかわからない。この場に加賀見がいてくれて、救いの手を差し伸べてくれて本当によかった。

　それでも身体を蝕む疼きが治まったわけではないのだから、油断はできない。私はプレゼンが終わるまでの時間、ただただ粗相をしないことを念頭に置きながら、緩まぬ淫らな衝動と戦ったのだった。
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「どういうことか説明しろよ。何でこの時間に症状が出てるんだ？」

　プレゼン終了後、俺はフラフラの桐山初菜を連れて、第一会議室のとなりにある資料室にやってきた。桐山の進行はお世辞にもスムーズだったとはいえず、彼女の上司である紺野係長がいる手前すぐには連れ出しにくかったのだが、彼女の我慢がとうに限界を超えているのはわかっていた。それらしい理由を付けて断りを入れ、まるで彼女を掻っ攫うような形で会議室を出たのだ。

　ここは資料室とは名ばかりの倉庫のような場所だ。滅多に読み返すことのない資料の整理棚と、年季の入った長机とパイプ椅子だけの部屋。だから、おそらく誰かが顔を出すことはないだろう。

　自分自身と彼女のスーツの上着をパイプ椅子にかけながら、俺が彼女に訊ねる。

「……っ、サプリ、飲み忘れちゃって……それで、プレゼン前に仕方なく……」

　顔ばかりか全身を薔薇色に染め、長机に手を付いてどうにか身体を支えている桐山は、いつもの勝気な瞳ではなくとろんとした眼差しで俺を見上げている。

　そういう表情をされると、改めて桐山は可愛い顔をしているなと思う。普段は気の強い感じが前面に出ていて、相手によっては圧倒されてしまうことも多いかもしれないけれど、肩までの茶髪に、やや年齢よりも幼く見える丸顔と、目や鼻や口など、小動物のように小ぶりなパーツの相乗効果で、守ってあげたくなるような気持ちにさせられる。

「飲めばこうなるってわかってるのに、どうして飲んだんだ。まさか不特定多数の人間に視姦されたいわけじゃないだろ」

　俺が桐山に苦言を言える立場ではないのは承知の上で、それでもそうせずにはいられなかった。プレゼンの前にあれを飲めばどうなるか、これまで何度も経験している彼女にわからないはずがないからだ。

「あ、当たり前でしょ」

「じゃあ、どうして」

　心外だとばかりに語気を荒らげる桐山にもう一度訊ねてみると、彼女は言葉にするのを少し躊躇っているからか、それとも襲い来る疼きに耐えるためか、艶のあるピンク色の唇を噛んでからこう言った。

「だって……加賀見と、約束したから。私にだけこんな症状が出る原因を探るためにっ……ちゃんと朝晩二回ずつ飲むって。より正確な結果を出すには、守ったほうがいいのかなって、それで……」

　彼女の返答を聞き、何と返すべきか言葉に詰まった。

　桐山は俺のために敢えてリスクを承知でサプリを飲んだわけだ。仕事熱心で真面目な桐山らしい答えではあるけれど、飲まなければいけないという義務感に縛られての行動だとしたら、申し訳ないことをしてしまったのかもしれない。

「……とにかく、症状が出るまでの時間に大きな変化があったとか、飲んでないのに症状が出たとか、そういうんじゃなくてよかったよ」

　俺が恐れていた事態にはなっていなかったようで、そこは安心した。仮にそうなってしまったら、もうサプリの問題だけではなくなってくる。

「……心配、してくれたの？」

「そりゃするよ。俺のチームが作ったサプリだからな」

「そういう意味ね」

　疲弊した桐山の顔に呆れのような、不満のような色が浮かぶと、拗ねた口調で言った。

　俺は半分嘘をついた。自分たちが開発した商品が、意図しない副作用で摂取した人を危険にさらすようなことがあってはいけない。これは作り手なら誰しもが持っている倫理観だ。

　でも心配した理由はもうひとつあって、それは当事者が桐山だからだ。誰だって、好きな女性を困らせたくはない。もちろん、俺だって。

　入社当時からずっと、桐山のことが好きだった。理由なんて語り尽くせないほどある。真面目なところ。仕事熱心なところ。ノリがいいところ。その割りに、照れ屋で素直じゃないところ。他にもたくさん。

　初めて彼女を意識したのは、入社したてのころの同期の飲み会だった。俺は幹事気質なところがあって、学生時代からずっと仕切り役をする機会が多い。就職してからもそれは変わらず、店決めから金額の交渉、予約、集金など、すべてひとりで行うつもりだった。

　経験した側でないとわからないことだけど、こういうのは人数が増えれば増えるほど面倒くさい。なかでも特に骨が折れるのは集金だ。それを知ってか知らずか、桐山は真っ先に集金係を買って出てくれたのだ。

　桐山は自分から目立つ位置に立つことはないけれど、縁の下の力持ちタイプで、周りをよく見ている。次第にそんな彼女が気になるようになり、仕事に真剣に取り組む姿や、その明るい人柄に惹かれ、気が付いたら好きになっていた。

　当の彼女は、俺が想っていることなんて知らないだろう。桐山と俺は会えば冗談を言い合う仲で、今みたいに、異性というよりは男友達と接している感覚に近い。

「それより――さっきの様子だと、もう余裕なんて少しもないんだろ」

　訊くまでもないと思ったが、俺は改めて彼女の様子を観察して言った。

　呼吸は荒く、性的な欲求に翻弄されて身体が震えている。額やこめかみ、そして顎先など、火照りによる汗が滴り、彼女のワイシャツに染みを作る。

「もう……本当におかしくなっちゃう。身体の疼きが止まらないの。お願い加賀見、楽にして……？」

　長いことその瞬間を待ちわびていたため、解放のときを渇求する彼女が放つ淫靡な色香にくらくらした。そんな縋るような眼差しで乞われたら、頷かないわけにはいかない。

「望み通りにしてやるよ――まずはスカート、脱いで」

　俺は自身のワイシャツの袖を捲ると、桐山の膝丈のフレアスカートを脱ぐように促した。これは上着とセットアップになっていて、彼女が好んで身に着けているものだ。

「脱ぐの？　……誰か、来ちゃったら」

「この部屋に用事があるヤツはそういない。それより、スカートがびしょびしょになったらこのあとの仕事に差し支えるだろ。……これから、嫌っていうくらいイかせるつもりなんだから」

　最大の目的は桐山の身体の疼きを鎮めること。けれど、俺は少しだけ苛立っていた。

　会議室で顔を真っ赤にして固まっていた彼女は、無防備で、不道徳で、それでいて可愛らしくて愛おしかった。

　――彼女のあんな顔を見ていいのは俺だけだ。他の誰にも見せたくはない。

　あの場でつい出しゃばってしまったのは、そんな身勝手な感情が先行したせいだった。

「っ……」

　俺の台詞に自らが繰り返し達する姿を妄想したのか、湿った吐息とともに桐山の腰がひくんと震えたのがわかった。

　彼女はおずおずとサイドにあるホックを外すと、チャックを下ろしてスカートを脱いだ。

「いやらしい眺め。大事なところ、ぐっしょり濡れて透けてる。……こんなに濡らしてどうすんの？」

　スカートを取り去ったあとであるのに、パンプスを履いたままであるアンバランスさと、羞恥に耳まで赤くする彼女の表情もあいまって、思わず挑発的な言葉が口をついた。

　ストッキングの中心部分は、秘裂から溢れた熱い滴りで濡れそぼり、淡いブルーのショーツに施された刺繍やその下の恥毛を目視できるくらいにくっきりと浮かび上がらせていた。独特の甘い香りを纏った蜜は、秘裂を中心に臍の下や太腿までの広範囲に広がっていて、彼女がどれだけ長い間本能的な衝動に耐えていたのかを物語っていた。

「か、替えはあるからっ……」

「いいこと聞いた」

　語尾を不明瞭に濁らせた、言い訳にもならない返答。でもその返答に気をよくした俺は、困ったように眉根を寄せて桐山の顔を覗き込んで訊ねた。

「――脱がす間も惜しそうな顔してるから、今日はこのままするよ」

　彼女の反応を窺うため、敢えて断定的に言った。

「机の上に座って」

　声をかけながら、半ば強引に長机の上に桐山を座らせると、太腿を割り開く。

「やぁ、恥ずかしい……」

「いまさらだろ。恥ずかしいところ、俺に何度も見られてるくせに」

　朝と夜は必ず。身体の疼きを鎮めるためという大義名分のおかげで、俺はこうして、愛しい女性の身体に触れ、彼女を高みに導く権利を得た。

　けれど、そうなったのは決して不善な計算や思惑によるものではない。美肌サプリを彼女に渡したのは、自分たちが開発している最高傑作と呼べる商品を、困っている桐山に試してもらいたいと思ったから。それで彼女を目下の悩みから救えるのなら、こんなにうれしいことはない。

　俺の願いは、少し、いやかなり外れたところに着地してしまったようだけれど。

「……で、でも恥ずかしいものは恥ずかしい……」

　隠すべき場所を自ら晒しているような姿勢だからそう思うのだろう。もう理性なんて崩壊しかけているだろうになおも恥じらうのは、相手が俺だからなのだろうか――と、期待してしまう。

　もちろんただの自惚れではなく、これにはきちんとした根拠があった。

　

　あれは昨年のクリスマスイブの日。予定のない同期たちが集まり、飲み会という名の傷の舐め合いをしたときのことだ。

　会社近くのこじゃれた居酒屋での催しだったために、周囲の席にはカップルの姿もちらほらあった。その幸せそうな空気に煽られて、俺たちのピッチはなかなか速かった。

　飲み会の終盤、それぞれがいい気分に酔っ払っているとき、桐山とふたりで話す時間があった。彼女はサングリアを五、六杯は飲んでいて、例にもれずかなり出来上がっていたように思う。

『加賀見はいいよねえ、もう係長だもん。大抜擢だよ大抜擢』

『桐山だって主任になったんだろ』

　俺は苦笑しながら言った。桐山は酔うとこうして絡んでくることが多々あり、俺は彼女にライバル視されていて、なおかつ目の上のたんこぶのような扱いなのだろうと思っていた――この飲み会の前までは。

『私はまだまだだよ。あぁ、頑張ってるのになぁ。もっと評価されたいよ』

『桐山は自分が思ってるより評価されてるよ』

　アルコールのせいでやや焦点の合わなくなった瞳で手元のグラスを眺めながらぼやく桐山に事実を伝えると、なぜだか彼女は頬を膨らませる。

『何か上から言われてる気がする〜。余裕だよね』

『こら、俺に絡むなよ、酔っ払い』

『酔っ払ってないもーん』

『酔ってない人間はそんな言い方しない』

　あまりに雑な返事に噴き出して突っ込んだ。そんなところも可愛いと思ったが、言葉にはせず黙っていた。本気にしてもらえるはずがないとわかっていたからだ。

　桐山に対して男友達のように振る舞ってしまう大きな要因は、彼女と俺の性格にあると思っている。

　照れ屋の彼女はストレートな褒め言葉に弱く、恥ずかしいのか本気にしない。こちらもこちらで、好きな子をいじめてしまう小学生のように、揶揄めいた言葉をかけてしまう。その繰り返しだ。我ながら大人げないと思うけれど、入社からずっとこのスタンスで来てしまったために、何か特別なことでもなければ、今さら接し方を変えるのは難しい。

『……私、加賀見のこと尊敬してるよ』

　でもこの日は風向きが違った。それまでとろんとした目をしていた彼女が、表情を引き締めて言った。

『どうした、そんなこと言うなんて珍しい』

『うん、そうだね。私、やっぱり酔っ払ってるのかも。でも、いつも加賀見のことすごいなって思ってるし、お手本にしてるし、目標にしてる』

　柄にもなく俺をべた褒めしたあと、桐山は思い切った様子で顔を上げた。彼女と俺の視線が交わる。

『加賀見』

『どうした？』

　囁くように俺の名前を呼ぶと、桐山がこちらの目を見つめたまま続ける。

『好き』

　桐山が何を言っているのか、すぐには理解できなかった。無論、言葉が聞き取れなかったわけではない。彼女の普段の俺に対する態度と、彼女が紡いだ好意を伝える短いフレーズとが上手く結びつかなかったのだ。

　驚きのあまり目を逸らしたあと、何度も何度もその二文字を反芻し、精査して、やはりそういう意図で発せられたのだろうと理解した。その瞬間、彼女の少し突っかかってくるような反応や、素直じゃない言動は、すべて恋愛感情の裏返しだったのでは、と思い至った。

　それから再び桐山に視線を向けると、彼女は俯いていた。

『桐山？』

　名前を呼ぶけれど反応がない。不思議に思い肩を揺らすと、桐山は崩れるように身体ごと俺にもたれかかってきた。つまり、眠っていたのだ。

『……卑怯だぞ、言い逃げなんて』

　彼女の身体を抱き留めて呟く。『俺も好きだ』と答える準備は出来ていたのに、そんなわずかな隙さえ与えてくれないとは。

　まぁでも、桐山の気持ちを聞くことはできたのだから、あとは俺のほうから伝えればいいか――と、その夜は楽観的に構えていたのだけれど、次に職場で顔を合わせたときの彼女は、あろうことか飲み会での記憶をなくしていた。おそらく、俺に告白してくれたことも覚えていないのだろう。

　そうなると、彼女の言葉そのものを疑わざるを得なくなる。あのときの言葉は、本心だったのだろうか？　酔いでの勢いや気まぐれで出たものだったのでは？　なんて考えるようになり、自分の想いを伝えようという勢いが衰えてしまったわけだ。

　この片想いを唯一知っている同期に、柄にもなく恋愛相談もした。

　同期の名は清水早樹といい、桐山と同じ営業部に所属している。桐山と仲のいい石間との会話をよく耳にするという彼女は、桐山に長い間彼氏がいないことや、その時々にどんな仕事を担当しているかなど、頼んでもいないのに細かく情報を教えてくれるのだ。

　彼氏とラブラブで、自称恋愛経験豊富な清水は、「加賀見はモテるくせに意外と自分からは行けないよね」と俺をからかう。モテるとかモテないとかは関係ない。誰しも好きな人とは気まずくなりたくないし、それまでの関係が壊れるくらいなら、もう少し頃合いを見てから動こう――なんて、腰が重くなってしまうのも致し方ないじゃないか。

　俺が反論すると、「でも、行動しないと桐山ちゃんは振り向かないよ」なんて、ド正論を突き付けてきた。

　わかってる。わかってるからこそ、あのサプリを渡したというところもある。

　不善な計算や思惑はないと断言したものの――もしあのサプリが桐山の助けになって、感謝してくれて、少しでも俺を異性として意識してくれたなら……という利己的な思いは微かにあった。

　それが、サプリそのものが彼女の悩みの種になってしまうなんて――考えてもみなかったわけだけど。

　

「はぁ……んっ」

　ストッキング越しに太腿から膝にかけてを撫でてやると、桐山は可憐な高い声音で啼いた。俺と冗談を言い合っているときには絶対に出さない声だ。

「もっと聞かせろよ。桐山のエロい声」

　俺だけしか知らないであろう、淫らな彼女の姿や声をもっと見たいし、聞いてみたい。俺は触れるか触れないかのフェザータッチで彼女の太腿や膝、ふくらはぎを撫でていく。指の腹がストッキングのサリサリとした生地に当たるたびに、彼女は切なげに腰や脚を震わせる。

「か、加賀見……面白がってない……？」

「バレてる？」

「焦らさないでよ……このままじゃ私、本当にどうにかなっちゃうっ……」

　意図的に局所に触れないでいるのがバレて笑うと、桐山は泣きそうな表情で言う。少しからかいすぎてしまったかもしれない。

「わかってるよ、お遊びはここまでだ。……足、ちゃんと持ってて」

　俺は割り開いた左右の足首を彼女自身に支えさせながら、ストッキングの下腹部にあるマチの部分を強引に破った。

「あっ……!?」

　引き裂かれた部分から、彼女のショーツの水色がより鮮やかに目に飛び込んでくる。とろみのある蜜を纏った生地は、上から水飴を塗ったみたいに艶やかだ。

「下着ももうべたべた。まるで、漏らしたみたいだな」

「っ……」

　俺が指摘すると、桐山は困ったように眉根を寄せ、唇を噛み、目を逸らした。

　恥じらいを隠すための仕草すら可愛らしい。もっと困らせたくなるくらいに。

「なぁ、桐山。普段からこんな可愛い下着を着けてんの？」

　ストッキングの薄い膜を破り、露出した水色の上をゆるゆると撫でて訊ねる。レースや刺繍が施されたショーツは、いかにも他人に見られることを前提としているデザインだ。

「っぁ……なんで、そんなこと……」

「いや、別に深い意味はないけど。俺が脱がせるってわかってて着けてるなら、俺を意識して選んでるのかなって思っただけ」

　初めて彼女の身体に触れたときの下着は、至ってシンプルな黒一色のものだった。彼女を想う俺としては、俺に見られることを意識して、敢えて可愛らしい下着を着けてくれているのではと期待してしまう。

「別に……そんなんじゃ」

　桐山は否定の言葉を口にしたけれど、語勢が弱いところを見ると、核心を突いたのかもしれない。

「まぁいいけど」

　素直に認めないところが桐山らしい。俺は片膝を付き、両手で彼女の太腿を支えると、剥き出しになったショーツに鼻先を寄せた。甘く濃い蜜の匂いに下半身が疼く。

「ぁあっ……ゃあっ――」

　舌先で、ショーツの上から秘裂をなぞる。下から上へ、上から下へ。彼女の身体の奥から溢れる粘度の高い蜜も一緒に掬い取りながら、生地越しにその場所を刺激する。

「こんなに大きくしてたら、下着越しでもすぐ見つけられる」

「ああっ！　やぁ、それいじっちゃ――ぁはぁっ！」

　入り口の上側にある硬く腫れた突起を見つけると、生地の上から舌で突いたり、撫でつけたりする。十分に高ぶっている彼女の身体には強い刺激だったようで、まるで淫靡なダンスを踊るかのようにびくんびくんと激しく腰を震わせた。

「ただでさえびしょびしょなのに、またどんどん溢れてきてるのわかる？」

　柔らかな舌を様々な曲線に沿って往復させているうちに、入り口付近がじわりと熱くなり、とろとろしたものが溢れてくる。

　彼女が感じてくれていることが嬉しくて、俺は引き続き下着の上から舌先を使って突起を擦り、媚肉を撫で付け、入り口を穿った。

「はぁ、んんぅっ……加賀見……お願い……」

　そうしていると、桐山が切なげに何かを乞うてきた。

　愛撫を止め、言葉の続きを促すために彼女の顔を見上げる。

「わかるでしょ……？　直接、してっ……」

　歯がゆそうな桐山のその懇願を聞いて、俺はぞくぞくするものを感じていた。

　好きな女性からそんなおねだりをされて、うれしくない男はいない。

「いっぱい感じて」

　俺は優しく呟いたあと、片手でショーツを脇にずらし、秘裂を露出させた。そして、何ものにも覆われていない無防備なその場所に軽く触れるだけのキスをする。

「んんっ……！」

　焦らしに焦らされたその場所は、赤く物欲しそうに潤んでいる。俺は溢れた蜜を啜るようにもう一度唇を付けたあと、今度は舌先で直に秘裂を撫でた。

「ぁああ……それ、すごいっ……！」

　それまで隔てていたものがなくなり、刺激をよりダイレクトに感じられるようになったことで、彼女の感覚も研ぎ澄まされたのだろう。もれる喘ぎがワントーン高いものに変わり気をよくした俺は、さらなる快感を与えるために舌先を尖らせ、入り口を穿った。絶えず溢れる蜜によって解れているそこに、舌先を押し込んだり、引き抜いたりする。

「あんっ、やぁっ……！」

　舌の動きに合わせて喘ぐ桐山の姿を見て、これは疑似セックスだと思った。舌先を剛直に見立て、挿れたり出したりする。

　彼女とひとつになれたならどんなにいいだろう。出来たらこの柔らかな媚肉を、舌先や指先ではなく下肢で熱く滾るもので味わいたい。刺激と快感に飢えた彼女の膣内を、俺のものでいっぱいにしてやりたい。

　桐山の欲望を高めて、彼女のほうから俺を求めてくるように仕向けることだってできる。

　でもそれだけはしてはいけないのだと、俺は自分自身に強く言い聞かせてきた。

　桐山にこうして触れることを許されているのは、彼女の身体に生じる疼きを取り払うためであり、サプリの欠陥を探るため。決して俺自身の快楽を追及するためではない。

　これ以上、彼女の弱みに付け込むようなことをしてはいけないのだ。

「ここ、触ってほしそうだな」

　硬く主張する突起の皮を剥き、指先で捏ねてみる。

「っ!!」

　入り口を舌先で弄ばれながら、あらゆる性感帯のなかで一番感じやすいそこを無遠慮に刺激されたことで、彼女の身体にぐぐっと力が入る。

「それやぁっ――だめなのっ……だめ、だめっ……あああああっ!!」　

　桐山が果てたのはあっという間だった。弱い場所を二ヶ所同時に愛撫され、両足首を掴む指先に力がこもり白くなる。

「まだまだ、足りないだろ？」

　俺は立ち上がりながら、桐山のワイシャツのボタンを下からひとつずつ外していく。

「はぁっ……はぁっ……」

　そうしてすべてのボタンを外すと、呼吸を荒らげる彼女からワイシャツと、汗ばんだ肌に張り付く黒色のキャミソールを脱がせる。

　露わになる白い肌と、ショーツとお揃いの淡いブルーのブラジャー。桐山が、俺が脱がせると知っていて選んだ下着だ。

　下から上へと辿るように、白い肌に口付ける。臍、脇腹、鳩尾を経由して、片手を背中に回し、ブラジャーのホックを外した。すると、たわわに実ったふたつの果実が、ブラのカップからこぼれる。

　この数日間、彼女のふたつの膨らみの柔らかさを何度も確かめた。ときには指先で。ときには唇や舌先で。彼女は胸の先が感じやすいらしく、弄るたびに切なげに反応してくれる。

「美味しそうに尖ってる。食べていい？」

　答えを聞くより先に、まるでキスしてほしいと主張するかの如く尖った胸の先に口付けた。硬くしこった先端に吸い付いて、舌先の凹凸で刺激するみたいに撫でる。

「ぁああっ！」

「美味しいよ。桐山のおっぱい。……それに、すごくいやらしい眺め」

　改めて彼女の姿を見下ろしながら意地悪く囁く。

　真昼間の社内で、上半身は何も身に纏わず、下半身は裸よりももっと恥ずかしい格好をしている桐山は、サプリと俺の与えた快感とで頬を赤く染め、そそられる表情をしている。

「片方だけじゃ可哀想だから、こっちも気持ちよくしないとな」

　反対側の膨らみにも舌を這わせると、薄く色付く桜色の際をなぞるように撫で擦り、散々気を逸らしたあと、その中心を唇で食んだ。吸い付くように舌を使うと、彼女の唇からまた艶やかな声がもれ聞こえる。

　一度達したあとの身体は殊更敏感になっていて、指先で肌を撫でるだけで身を捩らせるほどだ。にもかかわらず、彼女にとってこの性感帯への積極的な愛撫は、再構築されたばかりの理性という名の壁をまた崩そうとしているように映るかもしれない。

「俺が毎日弄ってるせいかな。ここ……少しだけ大きくなったような気がする」

　反対側の胸の頂を、人差し指の先で軽く圧し潰しながら言うと、桐山は恥ずかしそうに両目を閉じた。

「そんなわけないじゃないっ……」

「そう？　大きくなったと思うけど。それに、感度ももっとよくなったっていうか」

　語気が急に弱まるのは彼女の図星を突いているときの合図だ。俺は内心でやっぱりと納得しつつ、吸って刺激を与えたことで食べごろの果実のように淡く色付く頂を甘噛みした。

「ひゃあんんっ!!」

「ほら、やっぱり感度が上がってる。前から胸は感じやすかったみたいだけど、サプリのせいだけじゃなさそうだな。もしかしたら、ここだけでイけるかも。……試してみる？」

「ぁあっ!?」

　俺はもう一度反対側の頂を咥えると、唇でやわやわと食んだあと、舌先で先端を扱き、優しく吸い立てながら、もう片方の膨らみを捏ね、先端を摘んで圧し潰すように愛撫する。

それまでと違うのは、より彼女が深く反応する場所を探しながら刺激するということ。彼女の声や身体の反射的な動きで、快感に直結する愛撫を探っていく。

「あぁっ――……！　ひゃぁんっ！　ぁはぁ、うんっ……!!」

　彼女は指先の圧をかけた刺激よりも、吸い立てられる刺激により反応している。ならばと、吸い方に強弱をつけ、舌先を小刻みに動かして振動を与えてみることにする。

　すると、彼女の反応がさきほどとは明らかに違ってきた。歓喜に喘ぐ声が甲高くなり、何度も背中を撓らせては強い快楽を訴える。

「それ、卑怯っ――だめ、そんなのっ……すぐ、きもち、よくっ……！」

「卑怯って何」

　愛撫の途中で思わず笑ってしまった。今の彼女には、その吐息さえもが刺激としてカウントされているに違いない。そう思うのは、笑った瞬間に彼女の身体がびくんと跳ねたから。

「気持ちいいんだろ？　我慢しなくていいから」

「はぁあっ、やんっ、そんっ……んっ、んんっ……！」

　愛撫を再開すると、彼女は片手を口元に持っていき、快感をごまかすために人差し指を噛む。彼女はもう少しで、絶頂に続く階段を上り切るだろう。

　胸の先を甘噛みしながら舌先で弾くように刺激し、ちゅっと艶めかしい音を立てて吸い付く。繰り返し刺激したために硬く尖ったそこへ、だめ押しとばかりに新たな快感を送り込む。

「だめ、だめぇっ――ぁぁあぁあんっ……!!」

　桐山は小さな声で訴えたあと、か細い悲鳴を上げてまた果てた。びくんびくんと身体を痙攣させ、絶頂による高揚感をめいっぱいに受け止めている。

「ほら、胸だけでイけた」

「ぁ、はぁあっ……か、がみっ……」

　二回目の絶頂を迎え、夢現のなかにいる彼女は、焦点の定まらない目で俺を見上げ、名前を呼ぶ。頼りないその表情と所作に庇護欲を掻き立てられて、俺は思わずその唇にキスをした。

「んっ――……」

　唇を重ねた瞬間から、彼女の口腔を貪欲に犯した。「好きだ」とまっすぐに伝えられない分、気持ちの強さを伝えるために、強引に、傲慢に。彼女の舌や唇を、自分自身のそれで何度も捕らえては解放してを繰り返す。

「はぁ、かがみぃっ……かが、みっ……ふぅ、んんっ……！」

　桐山は俺の奪うようなキスに健気に応えた。口腔を侵食する唇や舌に逃げることも怯むこともなく、それを受け入れる。

　桐山が俺を想ってくれているのではと期待する理由をもうひとつ挙げるなら、俺からのキスを拒まないことだ。

　サプリを最初に飲んだ日からずっとそうだ。いくら身体が疼くからといって、好きでもない男のキスを受け入れるだろうか。女性は特に、キスやハグのような情緒的な繋がりを大切にするような節があるし、俺をそういう対象として見ていないなら、それとなく拒否してきそうな気もする。

　……ただただ快感に流されているだけ、という可能性も、もちろんあるけれど。

「……まだ足りない？」

　しっかり蹂躙したあと、桐山の唇を解放して問う。

「っ……足りないっ……」

　微かな声で彼女が答える。

　サプリによる疼きが治まるまでの時間には幅がある。まだ足りないというなら、彼女の欲望が満たされるまでイかせてやるだけだ。

「今度も胸でイきたい？　それとも、こっち？」

　こっち――と訊ねながら、指先で下肢を弄った。ストッキングの裂け目から覗く秘裂は、未だ絶頂の余韻に浸り、さらなる快感を求めて涎を垂らしながら、ひくひくと震えている。

「ぁあっ……こっち」

　躊躇いつつ、彼女の指先が秘裂を示す俺のそれに重なる。

「桐山の好きなところ、いっぱい擦ってやるよ」

　入り口の先にあり、彼女が一際大きな反応を見せるあの場所。女性の身体にのみ存在する性感帯。そこを責めれば三回目の絶頂もすぐだろう。そう言い、俺が入り口の襞を広げようとしたところで、彼女の指先に力がこもる。

「っ、ち、がうの」

　先を促したのは桐山なのに、制止をかける意図がわからず、俺は理由を問うかの如く彼女の顔を見た。すると、その顔が羞恥のためかくしゃっとなる。

「……ほしい」

　それから桐山は、よくよく耳を澄ませていなければ聞こえないような、消え入りそうな声で何かを呟いた。

「うん？」

「……ゆ、指じゃないもので、擦ってほしいっ……」

「――……」

　『指じゃないもので』、『擦ってほしい』。

　その言葉の意味は、考えるまでもないくらいに明白だ。

　予想外のことに絶句してしまった。桐山のほうから積極的に俺を求めてくるなんて。

「……もう、指だけじゃだめなのっ……加賀見がほしい……」

「桐山、それ自分が何言ってるのかわかってるよな？」

　俺に抱かれたいと言っているのと同義だ。俺は彼女の下肢に添えた手をそっと引っ込めたあと、確認するように、冷静に問いかける。

　彼女はほんの少しだけ傷ついたような表情をしてから、火照りによるものか、それとも感情の高ぶりによるものなのか、瞳を潤ませる。

「わ……わかってるよ。こんなこと言って、軽蔑されるかもしれないけど……でも、それでも加賀見がほしい。加賀見だって、ほんの少しは……私を抱きたいって思ってくれてるんでしょ？」

　ほんの少し――どころじゃない。桐山と触れ合うとき、いや、そうじゃないときだって、彼女と心も身体も通じ合えたらと、常に思っている。

「……それとも、私って女性としての魅力ないかな……？」

「そんなことない」

　弱々しく不安げに訊ねられて、俺はすぐさま否定した。

「軽蔑なんてしない。桐山の身体をそんな風にしたのは、あのサプリだから……軽蔑なんてするはずないだろ。それに――……いや」

　言葉の続きを紡ごうとして思い留まる。

　このタイミングで「桐山が好きだ」なんて気持ちを告げるのは、不誠実なのかもしれない。長年持ち続けた真剣な想いなのだ。この場で彼女を抱くことを正当化する理由にはしたくなかった。

　気持ちを伝えるなら、彼女にモニターを頼んだ一週間が終わってからでなければ真実味がないし、彼女だってその場の雰囲気で出た戯言だと受け取るかもしれない。そんな不本意な結果になるくらいなら、今は堪えるべきだ。気持ちを伝えることも、彼女を抱くことも。

「桐山、俺は――」

「お願い、加賀見」

　決意を口にしようとしたのを、彼女の絞り出すような声音に遮られた。

　もしかしたら、桐山は俺がやんわりと断ろうとしているのを悟ったのかもしれない。俺を切なげに見つめながら、太腿をやや左右に開き、人差し指と中指でゆっくりと秘裂を押し開いた。

「――ここ、疼きが止まらないの……加賀見ので塞いで、いっぱいにして……？」

　欲情に濡れた蠱惑的な瞳は、明らかに俺を挑発している。ごくりと喉が鳴った。

　情けないことに、俺はどうしようもなく理性を揺さぶられ、ドキドキしていた。たった今立てたはずの誓いが、まるで砂上に建てた城のように一瞬で崩れ去ってしまう。

　妖艶に輝く瞳が。彼女の熟れた身体から漂う色香が。誘うように押し広げられたサーモンピンクの内襞が。絶望感を覚えるほどの悦楽の世界へ、俺を手招いている。

「……後悔したって、知らないからな」　

　俺はぽつりと呟くと、その手に導かれるように意思を翻した。

　そして彼女を机から抱き起こして支えながら、もう一度キスをする。噛みつくように、奪い尽くすように。彼女の後頭部を押さえ、唇と唇を重ね合わせ、舌先を擦り合わせる。

　その間、俺は片手でベルトを外し、スラックスのジッパーを寛げた。

　唇を解放し、軽く視線を俯けてみる。いつも彼女の身体に触れている間、ずっと硬く張り詰めているその場所は、ボクサーパンツ越しでもわかるくらいに膨張し、ダークグレーの生地に薄く先走りの染みを作っていた。

「もう、だめって言われても聞けないけど、いいんだな？」

　ここから先は、乞われても応じることができそうにない。これが最後の問いかけであることを示してみるけれど、彼女はやはり頷くだけだった。

「……触って」

　桐山の腰を抱きながら、彼女の手を自分の下腹部に誘う。ボクサーパンツの上から彼女の温かな指先が触れただけで、鼓動が加速する。

「ぁ……おお、きいっ……」

　下着の膨らみをひと撫でして桐山が呟き、切なげな吐息をもらした。

「もうすぐ桐山の膣な内かに挿入るから、もっと大きくして？」

「っ……」

　照れた様子の桐山は、おずおずとした手つきで生地越しに剛直を撫でる。

　慣れていなさそう、という感想が一番しっくり填まった。長い間彼氏がいないという清水の情報に信憑性を感じるような、自信がなさそうな触れ方。けれど、その初々しさが逆に愛おしい。

「直接触って、上下に扱いてみて」

　正直、その刺激だけでも十分だったのだけど、せっかくならば彼女の指先の感触を直に感じたい。具体的にお願いすると、彼女は素直に下着のなかに手を入れた。

「すごく、熱い……」

　桐山が驚いたように言った。それもそのはずだ。俺は、このときをずっと待ちわびていたのだ。きっと、彼女が俺に抱かれたいと思うよりもずっとずっと前から。

「んっ……これで、いいの……？」

「っ……いいよ……上手だ」

　嘘じゃなかった。彼女の愛撫は、声を震わせないよう答えるのに必死になるほどに気持ちいい。でもそれは技巧ではなく、彼女に触れられているという事実が齎す高揚感だった。目の前に星がちらつきそうなくらい、下肢を包み込むうっとりとした快感に支配されつつある。

　先端から溢れる先走りを括れの部分や幹の部分に塗り広げられると、悦びは否応なしに増していく。呼吸が荒くなり、より強い快感を追求したいという衝動に駆られて、剛直を扱く彼女の手に自分の手のひらを重ねて、動きを誘導する。

「桐山……すごく気持ちいいっ……」

　熱い肉塊の上を滑る小さな手が、視覚的にも興奮を高めていく。

　このままでは、彼女の手のなかに欲望を吐き出してしまいそうだった。いっそ、そうしてしまいたいと思う気持ちがある反面、まずは彼女の要望に応えるのが先だと必死に理性を働かせ、すんでのところで耐え忍ぶ。

「――本当はこのまましてほしいけど……桐山を気持ちよくするのが先だから」

　彼女の手を掴んで動きを止めると、これから起こる出来事に頬を紅潮させる彼女の額にキスをした。早くその顔を、気が遠くなるような悦びで満たしてやりたい。　

「後ろ向いて、机に手を付いて」

　耳元で桐山に指示をすると、彼女はその通り長机に手を付いて、白い双丘を突き出すようにして後ろを向いた。

　理想を言えば、桐山が俺を感じている顔を見たいと思うけれど、さすがに資料室の古びた長机の上に横たわらせて――というのは、彼女の背中や肌を傷つけてしまいそうで抵抗があった。ほんの少しインモラルな気もするけれど、この体勢ならそういう心配はなさそうだ。

　ストッキングや下着を身に着けたままのその場所を撫でると、背中を引き攣らせ、びくんびくんと期待に打ち震える。俺は彼女の腰を両手で掴むと、彼女の脚の間に限界まで張り詰めた剛直を押し付ける。

「――ここに、俺のがほしいの？」

　そして、彼女の耳元で優しく問う。

「……ほしい……加賀見のソレっ……膣な内かに、ほしいっ……！」

　溢れる蜜を潤滑油代わりに、秘裂の上を剛直で軽く擦って見せる。ストッキングが破け、下着が捲れて露わになっている入り口に、剛直の切っ先が直に触れる。それだけでも甘い痺れが走った。

「俺のを咥えこもうと、入り口がぱくぱくしてる」　

「やぁっ……意地悪っ」

　俺の揶揄に恥ずかしがる素振りを見せながら、彼女はじれったさから自ら腰をくねらせ、俺の先端に入り口が擦れるように動かしている。それを背後から見る妖艶さといったらない。

「――だって、ずっと欲しかったからっ……早く、挿れてっ……膣内、いっぱい掻き回してっ……！」

　入り口をぐいぐいと押し当てながら、桐山が懇願する。俺はすでに天を突く勢いの剛直を、その場所に突き入れるべくやや腰を引いた。

「膣な内かでいっぱい味わって」

　切っ先を入り口に宛がうと、俺は最奥を目指して深く腰を打ち付ける。

「ぁはぁあああっ……!!」

　待ち焦がれた膣内への刺激に、快哉の声を上げる桐山。散々弄り倒された内壁はスムーズに俺を受け入れ、目的の場所へと導いてくれる。

　居ても立ってもいられなくなるような心地よい締め付けに、思わず深呼吸をする。油断をしたら、自分勝手に果ててしまいそうだったからだ。

「全部挿入ってる……わかる？」

「んっ……わかるっ……お腹の奥にっ……加賀見の……感じるっ……」

　腰を押し付けながら背後から問うと、桐山は微かに頷きながら途切れ途切れに答えた。

　愛する女性の身体を貫いているという悦びが、彼女の言葉から、繋がり合っている場所から、リアルに感じ取ることができる。俺はその悦びを噛み締めながら、貪るように抽送を始める。

「ぁんっ！　か、がみっ……！　そんっ――ぁ、いきなりっ……！」

「ここ……いっぱいっ――掻き回されたいんだろっ……？」

　彼女の要望通りに、猛々しく反り返った自身で内壁を擦るように掻き回す。粘膜同士が擦れ合い、甘く切ない電気のような痺れが下肢を通り、お互いの欲情を掻き立てていく。

「それっ……いっぱい擦られると、おかしくなるのっ……！」

「おかしくならないとイけないだろ？　もっとおかしくなって、いやらしくおねだりしてみせろよっ……！」

　俺は腰を支えていた両手のうち、片手を接合部に持っていく。そして媚肉を押し広げると、指先で敏感な突起を弾いた。

「ひゃうんっ!!」

「パンパンに膨らませて……一緒に弄ったら、また意識飛んじゃうかもな？」

「ぁあ、それだめっ――だめだって、ばぁっ……！」

　もともと感度の高い桐山が、この場所を弄られるとすぐに達してしまうのはわかっていた。でもだからこそ、彼女を快楽漬けにして、とろとろに蕩けさせたい。

「あ、やぁっ……!!　ほんとにっ……意識……飛んじゃいそう、だからぁっ……！」

　接合部がぶつかるたびに、たぷん、たぷんと双丘が揺れる。その振動すらも心地よく、いやらしい。

　桐山の快感の度合いを示すかのように、入り口から滴る蜜の量は増していく。俺の剛直を濡らし根元のほうまで伝う一方で、太腿に筋を作り、ストッキングの薄い生地に染みを作るほどに広範囲に広がっていた。

「こんなにいっぱい濡らして、本当にエロいな、桐山」

「……やぁあ、だってっ……」

「褒めてるんだよ。エロいお前が見られて、俺はうれしいから」

　社内の誰もが知らないであろう彼女の痴態。知っているのは俺だけなのだと思うと、桐山を独占できているような気がする。

　もっと桐山に求められたい。今このときが最後なのだとしても、彼女に必要としてほしい。できるなら、身体だけではなく、心も。

「可愛い、桐山……俺と一緒にイって……？」　

「ぁ、ああっ……ん、はぁっ……！」

　絶え間なく彼女の膣内を貫きながら、今度は俺が懇願する。激しい快感の渦に呑み込まれている桐山は、喘ぐことで返事の代わりにする。

「イきそうになったら、イくって教えて。なるべく一緒にイけるようにするからっ……」

　絶頂が迫っているのは俺のほうだった。だから俺は、桐山が少しでも早く高みに上れるようにと、腰で刻むリズムを速め、指先の膨れた突起を押し潰す。

「ぁああ――……すごい、頭のなか、真っ白にっ……!!」

　クライマックスに向かい、桐山の身体を支える長机が、俺の動きに合わせてギシギシと激しく軋む。

「――この音、外にもれてないといいよな」

　俺はふと湧いた悪戯心で、そう囁いた。

「っ……！」

「誰か気付いて、扉を開けられたら――桐山が恥ずかしい格好で俺に後ろから突かれてるところ、全部見られちゃうから」

「やぁあっ！　そんなの、だめぇっ……！」

　思った通り、羞恥心を掻き立てると激しい反応を見せてくれる彼女が愛おしい。

　そういう噂が流れることにより、彼女と付き合うきっかけになり得るのだろうか――なんて、真剣に考えてしまう。

「加賀見っ……か、がみっ……もう、イきそうっ……！」

　頭の片隅で馬鹿げたことを想像していると、桐山が切羽詰まった声で言った。

　今はそんなことより、彼女とこの気が狂いそうなほどの恍惚を分かち合うのが先だ。

「わかった――イこうっ……！」

　俺は彼女にそう返して、無我夢中で彼女の膣内に剛直を叩きつける。さながら加熱しすぎていつ暴発してもおかしくない銃身のように、余裕なんて一ミリもない状態で、ひたすらに彼女を追い立てる。

　最早快感が苦痛に感じ始めたとき、彼女が感極まって叫んだ。

「あぁあっ――イくっ、イくうっ……!!　んんんっ……!!」

「俺も……もう、イくっ……イこう、桐山っ……!!」

　駆け上がる準備はもうできている。俺は力いっぱいに腰を押し付けた。

「加賀見、イくぅっ……!!　あぁああああああっ!!」

「くっ……はぁっ……!!」

　彼女の膣内が激しく収縮した瞬間、俺は素早く自身を引き抜いて、彼女の背中に白濁を放った。彼女の背骨のラインに沿って伝い落ちるそれを眺めながら、激しい呼吸を繰り返す。

「ぁ――……あ、はぁっ……はぁ、はぁああ……」

　三度目の絶頂は、身体に大きな負担がかかっているのかもしれない。桐山は前のめりになり、長机に両腕と体重を乗せるような形でもたれかかり、突っ伏してしまう。

「……桐山、大丈夫？」

　彼女よりも呼吸が整うのが早かった俺は、自身の乱れた服装を整えたあと、傍らのパイプ椅子にかけていた上着の胸ポケットからティッシュを取り出し、彼女の身体を清めていく。

「……大丈夫。ありがと」

　ふらつきながら上体を起こした彼女は、身体を拭いたことに対する礼を口にする。

「疼きは治まった？」

「……ん、そうみたい」

「そうか」

　『残念だ』と思ってしまった自分が、情けなくもあり正直だとも思った。欲を言えば、もう少しだけ彼女との一体感を味わいたかったけれど、それは俺の我儘だ。

「――替えのストッキングは、自分のデスクだろ。ひとまず、着替えられるところだけ着替えろよ」

　破れたストッキングは、スカートを穿いてしまえば誤魔化すことができる。営業部のフロアにある彼女のデスクに戻ることさえできれば、あとはトイレなどに移動して穿きかえればいい。

「そうだね。そうする」

　まだ気怠いのか、もしくは単に肉体的な疲労が溜まっているのか、彼女は時間をかけながらブラやワイシャツ、スカートを身に着けた。この部屋に到着する前の装いに戻れば、つい先刻までの淫らな彼女の姿が俺の妄想だったのではとさえ思えた。

「加賀見」

　着替えをじっと眺めるのもおかしい気がして、俺は上着のなかにしまっていたスマホに視線を落としていた。彼女とこの部屋にこもっている間に届いた仕事のメールを確認していると、おもむろに名前を呼ばれて顔を上げる。

「どうした？」

「えっと……ちゃんとお礼言えてなかった。……ありがと」

　情事のあとで気恥ずかしいのか、彼女は目を逸らして言った。

「プレゼン……あのタイミングで加賀見が助け舟を出してくれたから、何とか切り抜けられたんだなって思う。本当に、ありがとね」

「……いいよ。何度も言うようだけど、俺が渡したサプリが原因なんだから。それくらいのフォローはさせてくれ」

　いつもは素直じゃないくせに。そんなしおらしい態度をとらないくせに。

　俺が桐山に微笑むと、彼女もホッとしたようにはにかんだ笑顔を返してくれた。その可愛らしい表情に、心臓を撃ち抜かれる。

　一度こんな風に触れ合ってしまったら、もうただの同期になんて戻れる気がしない。いや、戻れない。

　――決めた。すべてが終わったら、この気持ちを彼女に伝えよう。それで彼女が受け入れてくれなかったのなら仕方がない。潔く諦めるしかない。

　密かに決意を固めたあと、俺たちはばらばらに資料室を出て、それぞれの職場へと戻ったのだった。






４








　サプリのモニター生活も、早いもので八日目の朝を迎えた。

　目覚まし時計のアラームに起こされて、仕方なくベッドから這い出ると、案の定加賀見は目覚ましが鳴ったことにさえ気付かずに眠りこけている。

　この一週間、一度だって彼が先に起きたことはなかった。こちらがゲストで、彼は自分の家だからリラックスしてるにしても、度が過ぎてやしないだろうか。

　――この人、私が来る前はいったいどうやって起きてたんだろう？

　なんて疑問を抱かずにはいられない。

　朝起きて、となりに加賀見がいる生活にもすっかり慣れたのに、今朝でお別れなんて寂しすぎる。

　昨夜でトータル一週間のサプリモニターは終了。今夜からは自分のマンションで、これまで通りの生活に戻ることになる。

　途中に土日を挟んだりもしたけれど、せっかくだからと外食をしただけで別段何もなく。

　とはいえ最後の夜に、何か特別な展開が起こるのでは……とほんの少しだけ期待したけれど、そんな都合のいい出来事が起こるはずもなかった。いつも通り、サプリの影響で疼いた身体を彼の愛撫で鎮めてくれて、それで終わり。当たり前といえば当たり前か。もともとそういう約束で、この部屋にやってきたのだから。

　それでも、心のどこかで願ってしまったのだ。あの散々だったプレゼンの直後、加賀見が私を抱いてくれたから。身体の繋がりを持ってしまったから、私は他の人とは違う、少し特別な存在になれたのだと勘違いしてしまった。

　しかしサプリのせいで判断能力が鈍っていたとはいえ、よくもまああんな大胆なお願いをしたものだ。必死すぎて断片的にしか覚えていないけれど、場面場面を振り返ると、自分からはしたない言葉をいくつも口にして――あぁ、顔から噴き出た炎で全身丸焦げになりそうなほど恥ずかしい。

　いっそそのときの記憶を消したいと思いかけて、それはやっぱり嫌だった。

　例え私の無理を聞いてくれた形であっても、彼と結ばれたことはうれしかったから、それ自体をなかったことにはしたくない。幸い、あのあとお互いにぎくしゃくすることもなく、良くも悪くも、いつも通り、普段通りの関係性を保っている。

　私が加賀見を想うように、加賀見も私を想ってくれたら――なんて図々しいことは言わないから、せめて異性として意識してほしかった。現実には、ありっこないとわかっていても。

　……期待して損したし、勝手に傷ついた。私はただの同期で、サプリのモニターにすぎないのだと思い知らされた気分だ。

　私はベッドに片膝をついて加賀見の寝顔を覗き込んだ。

　募る不満の埋め合わせをするために、この無防備な寝顔にキスくらいしても許されるんじゃないか――なんて思ったけれど、実行できるわけなかった。

　私はだめでも、清水ちゃんなら許されるのかな。

　おそらく社内では一番加賀見と近い距離にいるだろう彼女の顔を脳裏に思い浮かべていると、加賀見が小さく呻いた。そして、ゆっくりと目を開ける。

「……桐山？」

「お、おはよう、加賀見。朝だよ」

　私は内心で焦って挨拶をすると、すっぴんを見られないようにするためと、寝顔を見つめていた事実を悟られないようにするためとで、そそくさとベッドから降りた。

　加賀見は寝起きが悪いし、初日以降私が朝食を作るのが暗黙の了解となっていることもあり、まだすっぴんを彼に晒したことがないのだ。

　……すっぴんよりも恥ずかしいものを見せておいて何だけど。でも、好きな人にはなるべく完成形の自分を見せていたいと思うのは、普通の感覚だと信じている。

「――まだ時間あるし、寝てて。その間に支度して、朝食作るね」

「うん……ありがとう」

　まだ寝ぼけながら返事をする加賀見を残し、私は寝室を出た。

　

　白いご飯に焼き鮭、大根おろしのしらす和え、きゅうりの浅漬け、豆腐とわかめの味噌汁。ローテーブルの上には、ＴＨＥ・和食といったメニューが並ぶ。

「すごく美味そう」

　顔を洗ってばっちり目を覚ました加賀見が、それらを覗き込むなり顔が綻んだのを見て、心の中でガッツポーズをした。彼はいつも社食で和定食をオーダーしているイメージがあったので、きっとこういう朝食が刺さるのではないかなと考えたのが、見事当たったようだ。

「これで私のこと、ちゃんと料理のできる女だって認める気になった？」

「この一週間で十分認めてるよ」　　

「本当に？」

　思ったよりもあっさり頷く加賀見にだめ押しすると、彼はもう一度深い頷きを落とした。

「毎朝欠かさず作ってもらったしな。認めてるし、感謝もしてるよ」

「…………」

　困ったな。ストレートに褒められると、何て返していいかわからなくなる。

「ま、まぁ……変な事情だったけど、一週間お世話になったわけだし。宿泊料だとでも思って」

　どうにか頭を働かせてそう言いながら、自分の可愛げのなさにがっかりする。同じことを言うにしても、もっと気持ちが伝わる言い方ができたらよかったものを。

「桐山の手料理も、今朝が最後か」

　加賀見はセットされた朝食の前に座りながら、ぽつりとこぼした。

　ちょっと寂しそう――なんて聞こえてしまうのは、私の願望が入り交じっているからなのだろう。

　今朝が最後。その言葉がひどく重いものに感じられる。一週間、彼と密度の濃い時間を過ごしたことで、それが今日でカットアウトしてしまうという実感がないのだ。

「――ずっと訊いてみたかったんだけどさ」

　加賀見の発した台詞がいやに深刻に響いた気がした。改めて彼の表情に視線を注ぐと、真剣な眼差しとかち合った。

「何？」

　私は言葉の続きを待ちつつ、彼のとなりに座った。正座してしまうのは、ひっそりと緊張しているためだ。

　ずっと訊いてみたかったこと。何だろう。それって、私に対して何かしらの興味を抱いてくれていると解釈していいんだろうか。

「桐山って長女？」

　――ところが。返ってきた問いに、思わず「え」と低い声がもれる。

「……そうだけど。っていうか、何でわかったの？」

「いや、名前が『初菜』だろ。初めてって字は大抵第一子に付けるものかなって思ったんだ」

「はぁ……」

　私の名前の字面でそんなことを考えていたなんて、少し意外だった。

「それに、長女ってしっかりしてるじゃん。桐山も使いかけの食材とか、作り置きとか、すごく綺麗にまとめて冷蔵庫に保存してるし、調理器具や食器類は使ったらすぐ片付けてそのままにしておかないだろ。毎朝きっちり同じ時間に起きてるみたいだし……仕事以外の生活もちゃんとしてるんだなって」

「……そんなの、別に褒められることでもないと思うけど」

　加賀見が今、感心してくれたことは、ごくごく当たり前のことだから、あまりピンとこない。

　昔から『お姉ちゃんだからお家のお手伝いしてね』と言われて、それに従ってきたので、弟に比べれば家事スキルは幾分高いのかもしれないけれど、こういうのは心持ち次第だと思っているから、わざわざ彼が言葉にするほどのことなのかと疑問を抱いてしまう。

　私が首を捻ると、彼は私のほうに身体を向けて「いや」と言う。

「普段の生活がちゃんとしてるって大事だと思う。俺みたいに、適当になっちゃってる人間からしてみたらな」

「加賀見だって仕事忙しいのにちゃんとしてるじゃない。部屋のなかも綺麗にしてるみたいだし」

「あまり無駄なものを置かないようにしてるだけ。朝は苦手だし、食事も仕事が遅くなると面倒だなって思って取らなかったり、取ってもインスタントで済ませたりもする。……桐山みたいに、ちゃんと『生活してる』とは言い難いかな」

「……なるほど」

　そういうものなのだろうか。彼のように、責任を持つ立場になれば、忙しさで自分の身の回りに時間をかけにくくなるのは仕方がないことのように思えるのだけれど。

　……ま、せっかく褒めてもらったのなら、そう受け取らせてもらおう。

「冷めないうちに食べよう」

「うん、そうだね」

　加賀見に相槌を打つと、お互い箸を手に取り、食事を始める。

　味噌汁に手を付けながら、ふと、このあとにサプリを飲まなくてもいいという事実に気が付き、妙に寂しい気持ちになってしまったのだけれど、言葉にすることはなかった。
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「初菜、初菜ってば」

　退勤時刻が過ぎたのに、まっすぐ帰る気になれず会社の自分のデスクに突っ伏していた私は、頭上から降ってくる千世ちゃんの声にハッと顔を上げた。

「どうしたの、ぼんやりして。疲れてる？」

　心配そうにこちらの顔を覗き込んでいる千世ちゃんがそう訊ねたので、私は小さく手を振った。

「あ、ううん。そういうわけじゃないんだけど」

「だよね、肌ツヤいいもん。疲れてるときのコンディションではなさそう」

　千世ちゃんが顔を近づけて言う。サプリを絶って二日が経つけれど、一週間のモニター生活で肌荒れが治ってからというもの、ずっと調子がいいみたいだ。

「こないだのプレゼンでも思い出して落ち込んでたりした？」

「ち、違うよ。……たまに思い出してうわぁって叫びたくなるときはあるけど」

　千世ちゃんを始め周囲はただの体調不良だと見てくれたようで、そこだけは救われるけれど、失態を犯したことには変わらない。私のなかでは完全に黒歴史になっている。

「調子悪かったんじゃしょうがないよね。でも、加賀見くんがフォローしてくれたおかげで発注予約も結構取れたんだし、気に病む必要ないって」

「……そうだね」

　千世ちゃんの言う通り、発注予約はたくさん取ることができたので、結果だけ見ればプレゼンは成功したと言えるのかもしれない。これも加賀見の助け船があってのことだから、彼にはそういう意味でも本当に感謝している。

「でも仕事でも疲れでもないとなると、あとは恋の悩みとか？」

「ないない」

　脳裏に想い人の顔がちらついたけど、私は即座に否定した。

　長い付き合いだけあって、千世ちゃんは私のことをよくわかっている。

　昨日の夜に自宅に帰ってからずっと、何をしていても満たされない気持ちに悩まされている。きっと、これが『寂しい』という感情なのだろう。

　加賀見のマンションにいたころは、帰宅すると必ず彼が待っていてくれた。それからふたりで食事をして、テレビやＤＶＤを見たり、仕事や同期の話をして――話し込むあまり、ふたりしてサプリを飲むのを忘れそうになったこともあった。

　――嘘みたいに楽しい時間だった。今後、加賀見とこんな風に密にかかわることなんて、もう二度とないのかもしれない。そう思うと、心に吹く隙間風の勢いが増す。

「千世ちゃん、もう仕事一段落したなら、たまには一緒にご飯しない？」

「もちろん。実は私も誘いに来たところだったんだ」

「そっか、よかった」

　このままの気持ちで帰ったら、孤独感は募る一方だろう。持つべきものは信頼できる同期だ。笑顔の彼女に微笑みを返すと、私はデスクの上を片付け始めたのだった。

　

「初菜、何食べたい？」

　会社から出て飲食店が軒を連ねる大通りへと向かう途中で、千世ちゃんが訊ねた。

「うーん、そうだなぁ……お肉がいいかな」

　気分が塞ぐときは、お肉を食べると元気が出る――気がする。沈みそうになる気分を上げるためにそう提案した。

「了解。いいね、私、焼肉食べたい」

「駅の傍にあったよね、焼肉屋さん。そこに行ってみようか」

　足取りも軽やかに目的地へと向かう。駅の向こう側に、平日の夜でもにぎわっている焼肉屋さんがあるのを思い出したのだ。

　私たちは大通りを越えて、駅の構内を通ってお店のある場所へ向かうことにした。

「あれ、あそこにいるのって加賀見くんじゃない？」

　帰りの通勤客で賑わう駅の構内に入ってすぐに、千世ちゃんが私に耳打ちした。彼女が指で示す方向へ視線を向ける。

「あっ……」

　加賀見だ。それに、となりにいるのは清水ちゃん。ふたりは、改札近くの大きな柱に寄りかかって、話し込んでいる様子だった。

　時折笑い合ったり、清水ちゃんが加賀見の肩に手をぽんと置いてみたり。傍から見ているだけでも楽しげな様子がよく伝わってくる。

「もういい加減付き合っちゃえばいいのにね。というか、付き合ってるよね」

「…………」

　一週間前なら聞き流せたはずの千世ちゃんの言葉が、どうしてか胸にぐさっと刺さる。

　心のどこかで、彼の一番近くにいたのは清水ちゃんではなく自分だと思っていた。少なくとも、この一週間においては。

　だから期待しちゃだめなのに。いくら自分に言い聞かせても、心が納得しない。

　加賀見との特別な関係はもう終わったのだ。というより、始まってすらなかったということをきちんと認めなければ。

　私たちはただ、サプリの欠陥を見つけるためだけに一緒にいた。加賀見には清水ちゃんがいる。この絵になる光景を見れば一目瞭然だ。

　別れの時間を惜しんでいるのかな。同じような状況のカップルをよく見かけるから、きっとそうなのだろう。

　幸せそうなふたりを見ていたくない。私は、彼らから逃れるように歩き出す。

「初菜？」

「お腹空いちゃった。千世ちゃん、早く行こっ」

　無理やり明るい声で取り繕うと、私は千世ちゃんの腕を取って引っ張った。

「やだ、そんなに肉に飢えてるの？」

　早足になる私をおかしそうに笑う千世ちゃん。私は大きく頷きを返す。　

「そりゃあもう。心行くまで食べたいし、飲みたい気分。……千世ちゃん、今日はとことん付き合ってね」

「えー、明日も仕事ってわかって言ってる？　でもま、仕方ないな。付き合ってあげよう」

「さすが千世ちゃん」

　何だかんだと文句をもらしつつ、受け入れてくれるのが心強い。ノリのいい同期に恵まれてよかった。

　私は気持ちがどっぷりと沈み込みそうになるのをどうにか堪えて、お店までの道のりをやけにハイテンションに歩いていく。

　――少しでも気持ちを上向きにするため、外食をすることにしたのに。まさか、より心を抉られる現場を見てしまうなんて。

　その日、千世ちゃんを巻き込み、いつにも増して深酒をしたのは言うまでもない。
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　加賀見の家を去ってから一週間も経てば、いつも通りの日常に戻っていた。

　彼とはもともと部署が違うし、社内でも顔を合わせる機会があまりないため、昼食の時間にバッティングさえしなければ、彼の存在を感じずに日々を過ごすことができる。

　千世ちゃんに付き合ってもらった次の日、見事に二日酔いをした私は、ひどい頭痛と吐き気に苛まれつつ、もう加賀見のことは忘れると決めた。

　あんなに近い距離にいたのに、私たちの心の距離はまったく近づかなかったのだから、これから先だってきっと変わらない。不毛な恋心は、それごとなかったことにするより他にない。彼にはもう心に決めた人がいるのだから、余計に忘れる努力をするしかないのだ。

　加賀見のほうからも特に何も言ってこないし、このまま物理的な距離を保っていれば、あの一週間の出来事は双方の記憶から葬り去られるに違いない。

　そうすれば、私たちは気兼ねなくただの同僚に戻ることができる。それが最善だ。

　どこか後ろ髪を引かれる思いを感じつつも、私は自分にそう言い聞かせた。

　ところが、事態はそんな私の決意とは違う方向に転がっていくこととなる。

　ある日の終業時刻後。社内のエレベーターホールで昇降機の到着を待っていたとき――

「桐山」

　私の名前を呼ぶ声に振り返ると、そこには加賀見の姿があった。

「か、加賀見。……今帰り？」

　社内では会わないように努力していたこともあり、不意を突かれたような状態だ。返事をする声に動揺が交じってしまうのを感じながら、そう問いかける。

「そう。桐山もだろ」

「……うん」

「悪いけど、ちょっと付き合ってもらえないか」

「このあと？」

「そう。話したいことがあるんだ」

「…………」

　加賀見のほうから私と接点を持ちたがるとは考えていなかった。脳裏に、駅の構内で見かけた加賀見と清水ちゃんの微笑ましい光景が浮かぶ。

　清水ちゃんが大切な人だというなら、私との一週間はなかったことにしたいと思うはずだ。彼としてはこのまま距離を開けて、ただの同期に戻りたいのではないのだろうか。

　もしくは、「あの一週間のことは忘れてほしい」と口止めされる感じ？

「大丈夫だよ」

　少し考えて、私は頷いた。

　いい機会だ。加賀見の口からはっきりとそう聞けば、完全に想いを断ち切ることができる。

「ありがとう。じゃあ、行こう」

「うん」

　もう一度頷きを落としたとき、昇降機がやってきたので、ふたりして乗り込む。

　――きちんと失恋をして、加賀見を諦めよう。

　エレベーターの扉が閉まる瞬間、私はそう心に決め、深呼吸をひとつしたのだった。

　

　会社がある通りを一本なかに入った道に、昔ながらの静かなカフェが一軒ある。

　この店は駅から離れているので、普段からあまりお客さんの姿がない。この時間になると輪をかけてそうだ。

　客は私と加賀見を含め三組しかいなかった。そのなかに社内の知り合いがいないことを確認してから、私たちは奥のソファ席に腰を下ろした。

　ブレンドをふたつ注文すると、加賀見が私を見て小さく笑い、息を吐いた。

「もしかして、俺のこと避けてた？」

　いきなり心の内を見透かされ、一瞬返事に迷ったけれど、私は首を横に振った。

「避けてないよ」

「本当に？」

「本当に」

　あまり必死に否定すると逆に怪しい。そう思って、私は視線をそらし、水の入ったグラスに口を付ける。

「それならいいんだけど」

　彼は納得したのか、そう言ってその話題を切った。と同時に、オーダーしたブレンドが手元に届く。彼は自分のコーヒーに口を付けてから、再び口を開いた。

「……ところで、あのサプリのことなんだけど、どうして桐山にああいう症状が出たのか、やっとわかった」

「えっ」

　私は思わず身を乗り出し、小さく叫んだ。

「あのサプリのなかには、美容成分と一緒に漢方薬や西洋ハーブが入ってるって言っただろ。実は、その漢方薬のなかに、効果のほどは定かではないけど媚薬に使われるような成分が含まれているものがあって……いろいろ入ってるハーブのなかのひとつが、さらにその効果を助長してたみたいなんだ」

「漢方薬とハーブが……」

　――私の身体に悪さをしていたってことか。いや、でも……。

「同じ部署の人にはそんな症状出なかったんでしょ？　どうして私だけ……」

「それが、最新のサンプル――桐山に渡したやつのことだけど、それが工場側の手違いで、漢方薬の配合量が変わってたみたいなんだ。それに、漢方薬って体質によって効きが違うことはよくあるらしくて、誰かによく効いたとしても、別の誰かにはまったく効かないってのも珍しくないらしい」

「……そういうこと」

　つまり、媚薬に近い成分が入っている漢方薬を、たまたま薬が効きやすい体質の私が、本来ならＧＯサインの出ていない配合量で口にしてしまったせいだったのか。

「で、これが成分を再調整したサプリ」

　加賀見はとなりの席に置いたビジネスバッグから、チャック付きの透明なポリ袋を取り出し、テーブルの上に置いた。いつか見たのと同じ、べっこう色のサプリが詰まっている。

「もう変な効果も出ないはずだから、これ……受け取ってくれるか？」

「え、もらっていいの？」

　びっくりして訊ねると、彼は間髪入れずに頷いた。

「もちろん。桐山のおかげで助かったよ。あれが世に出てたら、大変なことになったかもしれないから。……やっぱり抵抗があるなら、無理にとは言わないけど」

　加賀見は是非と勧めてくれながらも、私が断りやすいような言葉を添えてくれる。そんな風に気遣ってくれるのは、意図的にではないとはいえ、大変な目に遭わされたからだろう。

「ううん、ありがと。……これを飲んですごく肌が綺麗になったって感じるし、周りの人にもそう言われたからうれしい。続けてみるね」

　私は躊躇なくサプリの入った袋を手に取った。美肌サプリとしては、彼の言う通り優秀だと感じるし、彼が中心となって作り上げたものであるという特別感があるから、受け取らない理由はなかった。

　……やだな。私ったら、加賀見への想いを断ち切るためにこうして彼に付いてきたのに。これでは逆効果だ。

「うん。……俺も、桐山は綺麗になったと思う」

　心の中で自分自身を咎めていると、突然加賀見がらしくないことを言い出した。

「や、やだ、からかわないでよ」

　揶揄とわかっていても、やはり照れる。気持ちの高揚を悟られないようにコーヒーを一口啜って、ソーサーに戻し、ちらりと目の前の彼の瞳を見つめた。

　その目は、いつになくまっすぐ私を見据えている。

「からかってなんかないよ。一週間、誰よりも桐山の傍にいたんだから、それくらいわかる」

「……加賀見」

　彼の台詞が嘘偽りのないものであるのは、その声音でもよくわかった。私が名前を呼ぶと、彼の整った顔立ちがうっすらと緊張を纏っていく。　

「ずっと言いたくて言えなかったこと、言ってもいい？」

　彼はそう訊ねて一呼吸間を置いたあと、はっきりとこう告げた。

「――俺、桐山のことが好きだ」

　聞こえてきた言葉を、頭のなかですぐに処理することができない。

　加賀見が、私を好き――？

「今回の件があって衝動的に言ってるわけじゃないんだ。ずっと前から――入社したころから、桐山のこといいなって思ってた」

　瞠目する私が口を開くよりも先に、彼は私がそれ以上に驚くようなことを重ねて告げた。

「嘘……」

「嘘じゃないよ。っていっても、証明する方法はないから……信じてくれって言うしかないんだけどな」

　時折考え込みながら言うと、彼は何かに気が付いた風に眉をぴくんと跳ねさせた。

「あ、勘違いしないでほしいのは、サプリの配合ミスは狙ったわけじゃなくて、ただの偶然。……あれのせいで、桐山に大変な思いをさせたのは本当に申し訳なく思ってる。サプリを渡したときに疚しい気持ちなんて一ミリもなかった」

　下心があったのではと思われるのは不本意らしく強い語調で否定しつつも、「けど」と視線を俯ける。

「……好きな人が欲情してる姿を見て、その人に疼きを鎮めてほしいとお願いされて、身体に触れたら……もっと桐山に触れたい、感じさせたいって気持ちが抑えられなくなった。モニターを頼んだのも原因の究明が目的だったけど……桐山の傍にいられる理由を作りたかったって気持ちも、否定できない」

　ほんの少しだけ語尾を掠れさせた声音。彼のなかにも葛藤があったことが窺える物言いだった。彼の目が再び私のそれを真摯に見据える。

「でもその一週間も終わって、桐山とまた離れて……もう、ただの同期には戻れないって思った。特別な理由がなくても、桐山の傍にいられる存在でいたい。だから」

　呼吸をする一瞬の間に、心臓がドキンと高鳴る。

「桐山……俺と付き合って？」

　――ずっと夢見ていた展開であるのに、いざ現実になると思考が停止してしまう。

「し……清水ちゃんはどうなるの？」

　私の言葉を待っている加賀見に何かしらの言葉を返さなければ。焦りもあって、つい彼と一番近い関係にあるであろう同僚の名前を口にしてしまう。

「清水？」

「仲いいじゃない。同期の間で噂になってるよ。そろそろ加賀見と清水ちゃん、付き合い始めるんじゃないかって」

「何だ、その話」

　慌てるでもなく、笑みすらこぼして彼が言う。そのあと、細く長い息を吐いて続けた。

「恥ずかしいから、あんまりこんなこと言いたくないけど……清水は俺の恋愛相談に乗ってくれたんだよ。あいつは俺が桐山のこと好きなの最初から知ってて、面白がりながらも応援してくれてたんだ」

「ふたりで楽しそうに話してるの見かけるよ。一週間くらい前だって、駅で――」

「よく知ってるな。たまに話したりはするよ。内容はほぼ桐山とのことだけど」

「……そうなの？」

　私の問いに、彼はしっかりと頷いた。

「その日は、『そろそろ告白しないと何も変わらないよ』って、ごもっともな説教を受けて、やっぱりそうだよなって再確認した。……だいたい、清水には結婚秒読みの年上の彼氏がいるから、俺と付き合うなんて可能性はゼロ。どこから流れた噂だか知らないけど、それはデマだって断言しておく」

「…………」

　待って。まだ話をちゃんと理解できていない。

　加賀見が清水ちゃんとよく一緒にいたのは、私との恋愛相談をしていたから……？

　彼はただでさえモテるし要領もよさそうだから、そういう話題を他人に相談するタイプには見えないということもそうだけど、相談内容が私についてであるというのが、どうしても自分の妄想であるような気がしてしまい、未だに信じられない。

「桐山は、俺のことどう思ってる？　桐山の気持ちを聞かせてほしい」

「…………」

　私の気持ち。そんなの、彼に告白される前から決まっている。

　どうしよう。恥ずかしすぎて――うれしすぎて、胸がいっぱいになって……何も言葉が浮かんでこない。

「……き、嫌いだったら、一週間も一緒にいようと思わないでしょ」

　頭のなかがごちゃごちゃして、咄嗟に出たのはいつもの冗談めいた台詞だった。しかも、ものすごい照れによって、ぶっきらぼうな言い方になってしまう。

「つまり、それって？」

「さ、察してよ……今、どうにかなりそうなくらい恥ずかしいんだから」

　言葉を紡いでいくうちに頬が熱くなる。まるで、あのサプリを飲んだあとみたいに。

　――あぁ、こんなときくらい素直に気持ちを伝えたいのに。どうして彼を前にすると上手くいかないんだろう。

「相変わらず素直じゃないな」

　加賀見は噴き出したあと、それでも私の気持ちは伝わったようで、安堵の表情を浮かべた。

「――でもいいや。ストレートな告白は、クリスマスイブのときにしてもらってるから。改めて気持ちを確認できただけで、今は満足」

「えっ!?　イブって？」

　――聞き捨てならないことを聞いた。さらっと流されそうになる話題にしがみつくと、彼は椅子の背もたれにもたれかかり、頭の後ろで両手を組んだ。

「どうせ覚えてないと思うけど……あのイブの飲み会の日、桐山から『好き』って告白されたんだ。そのあと、速攻で寝落ち」

「……何それ」

　あまりにもひどい。私が思わず呟くと、加賀見が声を立てて笑った。

「それはこっちの台詞。ま、俺としてはそれでも嬉しかったから構わなかったんだ。……でも、酔ってるときの告白って、あんまり当てにならないだろ。桐山の気持ちを確かめてから、改めて俺から気持ちを伝えようとして、機会を逃してたっていう」

　彼の表情が、再び真剣みを帯びる。

「だいぶ遅くなったけど、伝えられてよかった。……これからは、特別な理由なんてなくても、俺に会いに家に来てほしい。……いい？」

　三ヶ月前に犯したミスにげんなりしていたけれど、改めてのうれしいお誘いを受け――迷わず首を縦に振った。

「……仕方ないな。行ってあげる」

　正直に「行きたい」とは言えなかったけれど、目の奥からじわりと湧き出たものが両方の瞳に溜まっていることを、よく気の付く加賀見ならば見逃さないだろう。

「それでこそ桐山だな」

　私の予想は当たったらしい。ほどよく冷めたコーヒーを一口飲んだあと、私を見つめる彼の双眸が優しく細められる。

「――早速だけど、家に来ない？　俺の彼女になった桐山と、早くふたりきりになりたいんだけど」

「……えっ――わ、わかったっ……」

　その目にドキドキして緊張する。と同時に、急に喉がカラカラになったような気がして――私も思い出したみたいにコーヒーに口を付けた。

　口いっぱいに広がる苦みと酸味を味わう心の余裕もなく、ほどなくして私と彼はお店を出たのだった。






５








　この時間に『家に来ないか』なんてお誘いは、きっとお泊りになるのだろう。そう思って、彼のマンションの最寄りのコンビニで身の回りのものと夕食の材料の買い物を済ませると、そのまま彼の部屋へと向かった。

　一週間ぶりに訪れたその場所はやっぱり整理が行き届いていて、私が住まわせてもらっていたときと何も変わらなかった。たった一週間しか経っていないのだから、当然といえば当然か。

　リビングスペースにあるローテーブルの上に荷物と買い物袋を置くと、加賀見が後ろからハグしてきた。目の前で交差する白いワイシャツの袖口。彼はいつの間にか、スーツの上着を脱いだらしい。

「ゆ……夕食、作るね」

　驚いた私は、振り返ることもできずに硬直しながら言った。背中に感じる彼の体温に、また息が詰まりそうなほどドキドキする。

「まだ大丈夫」

「でも、お腹空いてない？」

「空いてない。今は桐山が食べたい」

　彼はそう言うと、私の肩を掴んで身体を反転させ向き合った。それから、私の片手をそっと取って、その甲に口付ける。

　恭しい所作。彼の綺麗な顔と相まって、まるで童話のなかの王子様のようだと見とれてしまった。

「おいで」

　私は加賀見に促され、寝室へと導かれる。私が一週間、彼とともに寝起きしたベッドルーム。やはりここも、変わっていない。

　もどかしそうに私のトレンチコートやスーツの上着を脱がせると、彼はベッドに私の身体を押し倒した。そして、熱っぽい瞳でこちらを見つめると、私の脚の間に膝を付いて上体を屈め、キスをする。

　感触を確かめるように二回、くっつけたり離したりを繰り返したあとは、頭の奥が痺れるようなディープキス。口腔が彼の舌先に翻弄され、蕩けさせられ、理性的な思考を少しずつ奪っていく。

「もっと舌出して、桐山」

「んっ……」

　彼の舌に自分のそれを掬い上げられ、先をくすぐられる。私はただ彼に従い、それが正解なのかの確証を得ないまま、舌の動きを真似する。

「……いいよ。上手だ」

　これまで彼と何度もキスをして、身体を委ねているけれど、サプリによる性衝動のない状態である今が一番緊張している。だからきっと、このキスもいつもに増してぎこちないものとなっているだろうけれど、加賀見はそれに気付かないふりをしてくれているみたいだ。

　彼の唇は、私のそれを解放したあと、頬に優しく口付けを落とした。私の顔を軽く横向きにさせると、黒髪の隙間から覗く耳朶を見つけ、指先で撫でた。

「ふぅんっ……」

　自分で触れているときは何とも思わないのに、乾いた指先が外側の曲線をなぞっただけで、得体の知れないぞくぞくとした感じがした。

「桐山は、ここ感じるほう？」

「そ、そんなの、わかんないっ……」

「されたことないの？」

　加賀見はちょっと驚いた風にそう訊ねた。私の乏しい経験上、耳を愛撫される――という記憶はなかったけれど、素直に認める気にはならず黙っていた。

　その沈黙が答えだと、付き合いの長い彼にはすぐバレてしまう。すると、獲物を見つけた肉食獣みたいな鋭く妖しい目つきで、彼が言った。

「――なら、気持ちいいところ、教えてやるよ」

「え――ひぅ、んんっ……！」

　ふっ、と耳元に吐息を吹き掛けられて、肩が震える。さっきまで私の口腔を蹂躙していた彼の舌先が、私の耳朶をぺろりと舐めた。感触を愉しむように舌先で何度か弾いたあと、ぐるりと一周するみたいに耳輪に舌を這わせていく。

　体験したことのない感覚に、身体の芯が震えた。次いで唇で食まれ、軽く吸われると、お腹の下のほうがじわっと熱くなってくる。

「ぁ――だめだめだめぇっ……それ……っ、気持ちいいっ……！」

　彼の舌はすぐに、耳の中心へと位置をずらしてくる。窪みの部分を舌先でノックされたり、凹凸を埋めるかのごとく舐められると、声を出さずにはいられなかった。

　――耳ってこんなに気持ちいいの？　

　局部に触れられているみたいな強い刺激にうっとりする。まるで性感帯だ。

「だ、めだって……か、加賀見っ……あんっ……！」　

「ここ、気に入ったみたいで、よかった。……感じてる桐山の声、可愛すぎて……もっと啼かせたい」

「ぁああ――……やぁんっ！」

　窪みや耳朶に唾液をたくさん塗り広げられると、神経を直接舐められているような錯覚に陥る。舌が触れ、擦れるたびに身体が震え、背中を浮かしてしまう。

　私が耳への愛撫にいっぱいいっぱいになっているうちに、彼は私のワイシャツやスカートを脱がしてベッドの下に落とした。

「そんなに気持ちよかった？」

　そのあとストッキングを脱がしたとき、加賀見の指先が黒いショーツの中心に触れた。そこを軽く押しながら、彼が愛撫の合間に訊ねる。

「――耳舐められただけで溢れてる」

　ショーツの生地からじわっと滲む蜜の熱に気付いて、堪らなく恥ずかしい。

「ち、違うっ……」

「何が違うんだ？　もうサプリの影響で――なんて言い訳できないの、わかってるだろ？」

「っ……」

　確かにもう、サプリのせいにはできない。こうして唇から、耳から、身体が熱を帯びるのは、さらなる刺激を求める私自身の欲望がそうさせているのだと認めなければ。

「……違わない……だって……耳、気持ちいいから……」

「うん。ベッドの上では素直になれるんだな、桐山って」　

　私が答えると、加賀見はちょっとうれしそうに言って顔を上げた。私と見つめ合えるくらいの距離で、また口を開く。

「脱いで。桐山の身体……ちゃんと全部見せて」

「……う、うん……」

　私は上体を起こすと、キャミソールを捲り上げて脱いだあと、背中に手を回してブラのホックを外した。

　一週間の同居生活中、彼に見られるならと意識して可愛い下着を着けていたけれど、日常に戻ってからは下着も普段通りの飾り気のないものになっていた。それを、今すごく後悔している。

　シンプル過ぎるブラの肩ひもを外してキャミソールと一緒にベッドの下に置いたあと、今度は両膝を立て、高ぶりにより中心部分に水気を含んだショーツの両サイドに手をかける。お尻を浮かしてするするとショーツを下ろし、足首から引き抜いた。

　もっと恥ずかしいところを何度も見せている仲なのに、今までのどんな場面よりも一番恥ずかしかった。

　思えば、今までは身体の疼きを鎮めるための事務的な行為だったから、必要最低限の露出に留めていた、というか……こんな風に一糸纏わぬ姿を彼に晒すことがなかった。

　お互いの好意を確かめ合い、相手の身体に触れる行為の意味合いが変わった今、肌を晒すという意味合いも変わるわけで――これまでとはまったく違う種類の羞恥が湧き上がってきてしまうのだ。

「隠すなよ。今さらだろ」

　恥ずかしさのあまり、自分で自分の身体を抱きしめていたらしい。加賀見がその手を払おうとしながら言うけれど、私はがっちりガードして手の力を緩めない。

「今さらだけどっ……恥ずかしいものは恥ずかしいのっ。ていうか、私ばっかり恥ずかしい思いするの、ずるい」

「じゃあ俺も早く脱げばいい？」

「そっ――そうとは言ってないけど」

「桐山の気が済むなら」　

　加賀見はニヤリとした笑みを浮かべてから、ネクタイの結び目に手をかけた。深いグリーンを基調にした趣味のいいそれを慣れた手つきで外すと、躊躇なくワイシャツのボタンを外していく。

「っ……」

　すべて外したあと合わせ目を左右に開くと、バランスよく筋肉のついた胸や腹部が露わになった。スラッとしている容貌の彼が、思いのほか男性らしい身体つきをしていることに驚いて思わず息を呑む。

「どうした、そんなにじっと見つめて」

「――べ、別にっ」

　見惚れていた――なんて言えるわけがない。

　私が首を振っている間に、加賀見の指先はスラックスのベルトを外しており、カチャカチャとした金属音がやけに耳に響く。私と同じようにベッドの上に座り込む形でスラックスを脱ぐと、最後に残ったボクサーパンツもそのまま取り払おうとして、なぜか動きを止めた。

「せっかくだから、桐山が脱がして」

「私？」

「自分ばっかり恥ずかしいのが嫌なんだろ。脱がされるのって結構恥ずかしいから、こうしたら桐山の気が済むかなって」

「そんなっ……」

「いいから」

　彼はそう言うと、強引に私の手首を掴んで、自らの下着に誘導する。

　……加賀見ってば！　私のためみたいな言い方して、本当は反応を見て愉しんでいるのだろう。現に、彼は薄く微笑みを浮かべていて、恥ずかしがっているようには全然見えない。

「もうっ――」

　自らの発言が原因とはいえ、こんな方向に転がるとは思わなかった。私は心臓が破裂するのではと思うほど胸を高鳴らせるあまり正座してしまいながら、彼のボクサーパンツを両手で下ろしていく。

　彼に少し腰を浮かせてもらい、下腹部を通り過ぎたところで、猛々しく天井を向いた彼自身が弾け出る。瞬間的に、先日の資料室での出来事を思い出した。

　――これがあのとき、私の膣な内かに挿入っていたんだ。

　うっすらと先走りを滲ませた先端部分や、血管の浮き出る幹に目が釘付けになってしまうけれど、それを悟られないように足元まで下ろして、脱がせてしまう。

「今、何考えてた？」

「な……何も」

「嘘つけ。顔にしっかり書いてあった」

　加賀見には私の考えていることなんてお見通しみたいだ。からかうように笑うと、彼は身体を起こして膝立ちになり、私の身体を抱き寄せた。彼と同じように膝で体重を支える体勢になった私の両膝に、彼の脚が割り込んでくる。彼はそうして出来た隙間から、そっと秘裂に触れた。

「――こんなにだらだら涎を垂らして。いやらしいな」

「やぁ……」

「溢れて止まらないから栓してやるよ」

　加賀見は意地悪に言うと、片手で私の背を支え、蜜に塗れた入り口から中指を挿し込んだ。

「あはぁあっ……！」

「膣な内か熱い……それに、もうとろとろ……」

　彼の長い指が円を描くように掻き混ぜるたびに、内壁に擦れて気持ちいい。

　一週間のブランクがあったとはいえ、彼によって解された膣内は、すぐに人差し指をも受け入れた。二本の指をばらばらに動かされて、さっきとは違った刺激が下肢に走る。

「……桐山もして？」

　彼の手が私の片手を取って、屹立したものに導く。下着を下ろしたときよりもさらに上を向き、お腹に付きそうになっているそれをそっと握ると、手のなかで生き物みたいにぴくんと震えた。

　私は先から溢れる滴りを先端から括れにかけて塗り広げ、手のひらのなかで優しく捏ねてみる。　

「んっ……」

　それまで常に余裕だった加賀見が、切なげに眉根を寄せた。彼を感じさせていることによろこびと優越感とを覚え、手のひらで緩やかな圧迫を加え、愛撫を繰り返す。

「……どこで、そんなの覚えた……？」

　少し掠れた声は、彼の寝起きのものに少し似ていた。セクシーな響きにぞくぞくしつつ、私は得意げに笑ってみせる。

「覚えたとかじゃないけど……こうしたら、気持ちいいかなって思って――あっ!?」

　入り口から素早く指先を抜いた彼は、片手で私を抱いたまま自身の背中をつける形で後ろに倒れた。つまり、私が彼の身体に乗り上げているような体勢になっている。

「俺のつま先のほうを向いて」

「……？」

　言われるがまま、足先を見つめる形で彼の身体を跨ぐ。すると、それを待っていたとばかりに両方の太腿を抱え込まれ、動きを封じられてしまった。

「ちょっ、加賀見っ……！」

「俺のほうが桐山を感じさせたい」

「あぁあっ……!?」

　剥き出しの秘裂に、温かい舌が押し付けられる。入り口の襞をつっとなぞったあと、今度は舌全体でその複雑な形を舐め上げる。

「やぁっ――加賀見っ、そんな、あぁっ……！」

「ここ、舐められると気持ちいいだろ？　アブノーマルだなんて言ってた割りに、いつもこれでイってたもんな？」

「そこ、舌で突かないでっ……！」　

　激しい快感に直結する粒を弄られ、舌先で突かれると、強すぎる刺激から逃れようと両脚に力が入ってしまうけれど、加賀見の逞しい腕に押さえられてしまっているために自由が利かない。

「桐山の……美味しいよ。飲みきれないくらい溢れてくる。これじゃ全然栓にならないな」

「言っちゃやだぁっ……！」

　加賀見が唇と舌先を入り口に押し付け、溢れる滴りを吸い出した。じゅじゅ、と蜜を啜る音がして、聴覚でも私を煽ってくる。

「また私ばっかり、恥ずかしい思いしてる気がするんだけど……」

「悔しいなら、桐山もする？　……俺の」

　視線の先で、加賀見の高ぶりがその存在を思い出せと言わんばかりにびくんと跳ねる。

「――するっ……」

　反射的にそう答えた。単純に負けず嫌いな性格がそうさせた部分が大きいけれど、いつも私ばかりが気持ちよくしてもらっているから、彼にも同じように気持ちよくなってほしいと思ったのもある。得意ではないにしても、やり方がわからないわけではない。

　ピンク色の先端に軽くキスをすると、またぴくんと反応した。それが愛おしくて、私は何度かそれを繰り返したあと、舌先を伸ばして張り詰めた剛直の先をぺろりと舐めた。

　つるつるした表面を撫でつけたあと、鈴口のラインを辿り、括れを一周するようにぐるりと舌を這わせる。

　彼の様子を確認することはできないけれど、私への愛撫の勢いが少し弱まったのは、快楽を味わっているからだと信じたい。私は、彼を感じさせたい一心で、剛直の形を確かめるかの如く、湿らせた舌を運ぶ。

「すげ……気持ちい……」

　その甲斐あって、背後から聞こえる声は恍惚に満ちていた。

　――もっともっと、加賀見を気持ちよくさせたい。私の愛撫で感じてほしい。

　熱い欲望を滾らせる幹の部分に片手を添えながら、その先を口に含んでみる。

「っ……く、はぁっ……」

　切なげにこぼれる吐息をもっと聞きたい。聞かせてほしい。舌先を使ってちろちろと括れを刺激しながら、唇をすぼめて先端を扱き始めると、彼の呼吸が徐々に乱れていくのがわかる。

「加賀見……感じる……？」

「ん――……ヤバい。すごく感じる……」

　――何かうれしい。

　加賀見の答えに気をよくした私は、熱く打ち震えるものを口腔の奥まで受け入れることにする。幹の裏側に舌が当たるように前後に動かすと、舌先に触れる剛直は硬さを増していくようだった。

「それ、本当にヤバいかも……俺も、手を休めてらんないな――」

「ふぅ、んんっ……!?」

　脳天を突き抜けるような強い刺激が走る。加賀見が私の敏感な突起を唇で挟み、きつく吸い上げたのだ。頭のなかでぱちんと何かが弾けたような衝撃を感じ、咥えこんだ唇から高ぶりが弾け出る。

「……ほら、しっかり咥えてないと……」

　加賀見が微かに笑ったのがわかり、私はむきになって彼の剛直を食んだ。そして、しっかりと唇を使ってそれを捉えると、再び舌で刺激して――今度は、支える指先でも幹を扱きながら、彼の快感をもう一段高めていく。

「っ……イイっ……！」

「ふぅん、んんっ……！」

　お互いがお互いの欲望を煽れば煽るほど、それが各々の身体の中心に甘美な悦びとなって跳ね返ってくる。

　私も加賀見も、相手の身体をより蕩けさせたいという思いは同じ。まるで、淫靡で享楽的な我慢比べをしているかのようだった。

「……桐山、それ以上はもうっ……！」

　先に音を上げたのは加賀見のほうだった。差し迫った口調で制止を告げると、自らも愛撫の手を止めた。　

　ともすれば私も、絶えず襲い来る快感に身を弾かれそうだったけれど、ぎりぎりのところで耐えることができた。身体の奥に燻る衝動を感じつつ、上体を起こした彼の横に座ると、彼が私の肩に手をかけて触れるだけのキスをする。

「ごめん――でも、イくなら桐山の膣な内かがいいから……」

「うん……来て、加賀見……私も、加賀見を感じてイきたい……」

　決定的な刺激を求めて、下肢がじんじんと疼いている。それは一週間もの間、私を悩ませてきたサプリの作用ではなく、紛れもなく、彼を想う気持ちと彼に高められた欲望によるものだ。

　私たちは内側からせり上がってくる熱で汗ばんだ身体を、互いに抱きしめ合った。　

　　

「それ、いつの間に買ってたの？」

「さっきコンビニに寄ったとき」

　手のひらに収まるサイズの個包装を破り、なかから出てきた薄いゴム製の膜を自身に被せていく加賀見。私が訊ねると、涼しい顔で彼が答えた。

「用意周到だなぁ……」

　ベッドの縁に並んで座る私たち。私は加賀見の表情を窺うようにちらりと見ると、小さく笑っている。

「この状況なら期待するだろ。そうなったとき、桐山が困るようなことになったら嫌だし」

「……そっか」

　だから避妊具を用意してくれたということか。きちんと私のことを考えてくれていると思えて、素直にうれしい。

「それに、長年の片想いがやっと通じたんだ。桐山だって、抱き潰される覚悟があって付いてきたんだろ？」

　見つめ返す彼の瞳が、妖しく光った。両肩を押されると、私の身体はベッドに沈み込む。

「――悪いけど、今夜は寝かさないから……覚悟して」

「っ……」

　加賀見の雄々しく貪欲な台詞と眼差しが、これまで彼と迎えたどの夜よりも眩く濃厚な時間になるであろうことを告げている。私は両手を伸ばして彼の背中に腕を回し、それを受け入れた。

「桐山……」

　名前を呼ぶと、彼は目元に、頬に首筋に優しく口付けを落とした。その刹那、首筋に微かな痛みが走る。

「ん……！」

　小さく悲鳴をもらして指先でその場所に触れてみたけれど、自分では見えづらい箇所ということもあり、何が起きたのかわからなかった。視線を上げると、斜め上から彼の愉快そうな眼差しが降ってくる。

「マーキング。俺のだっていう」

「何それっ……」

「しるし付けておけば誰にも盗られないから」

「あっ……！」

　彼の頭が再び沈む。わずかに場所をずらしてもう一度きつく吸い上げられ、またチリッとした痺れにも似た痛みを感じた。

　――キスマークをつけるなんて。加賀見って、意外と独占欲の強いタイプなんだ。知らなかった。

「脚開いて」

　いつもより低く甘い響きを纏った声で囁かれ、促されると、無条件に従わなければいけないような気持ちになった。両膝を立て、膝頭をくっつけるように脚を開いた。

「もう待てない。早く桐山の膣な内かに挿れたい……」

　加賀見は私の太腿を割り開き、両方の膝裏を掴むように手を差し入れ、私の下半身を軽く持ち上げて自身の傍に引き寄せる。そして、期待に濡れそぼる秘裂に、限界まで反り返った剛直を擦りつけた。

「ぁ――熱いっ……」

「桐山がほしくてこんな風になってるの、わかるだろ？」

　だらだらと止めどなく溢れては太腿やお尻を伝う蜜を自身に塗りつけながら、秘裂の上をゆっくりと往復する。熱くて硬いものがぐちゅぐちゅのそこに密着して、敏感な粘膜を掻き分けてはもどかしくも甘やかな刺激を残して行き来する。

「んっ……んーっ……はぁ、ぁあっ……！」

　彼の張りだした先端が、感じやすい粒を掠めると、身体が強張るほどの鋭い刺激がお腹のなかを貫いた。それでもまたそこを擦ってほしくて、浅ましくも腰を動かしてしまう。

「早く膣な内かに挿入って、擦って、奥を突いて――桐山を啼かせたい。何度も何度もイかせて、わけがわからなくなるまで愛し合いたい」　

「してっ……加賀見、膣な内か、擦って――切ないの、ここっ……擦れるたびに、挿れてほしくて……びくびくって震えてるっ……」

　熱を帯びた逞しいものが通りすぎていく度に、入り口はひくひくと誘うように戦慄いている。

　局部を擦り合うだけでも快楽は生じるけれど、私はすでにその先にある最上級の恍惚を知ってしまっている。

　早くほしい。加賀見がほしい。それだけしか考えられなくなって、私は彼の動きに合わせて腰をくねらせてしまいながら、乱れた呼吸で懇願する。

「お願い、加賀見っ……私のほうが待てない……挿れてぇっ、ここ、加賀見ので気持ちよくしてほしいっ……！」

「可愛い、桐山。資料室のときもそうだったけど、それ反則……そんないやらしいおねだり、聞かないわけにいかないからな――」

　大きく腰を引いた加賀見は、彼の身体の中心でそそり立ったものを、自重をかけて一気に私の入り口へと突き入れた。

「あんっ……!?」

　勢いのままに最奥まで到達すると、指では届かない場所をノックされて、下肢に電流が走ったみたいな強い衝撃を受ける。

「これを待ってたんだろ？　……ほら、ずぶずぶ呑み込んで――桐山の恥ずかしい場所が、俺のをしっかり咥えこんでるのがよく見える」

「や、だぁっ……！　そんなの、言わなくていいっ……！」

　わざわざ接合部に視線を向けながら意地悪に言うものだから、ついその場所を隠そうと両手を伸ばしてみるけれど、彼が腰を引いたときに生じる、内壁を擦る刺激に意識を持っていかれてしまい、空しく宙を掻くばかりだ。

「今、すごく締まった。恥ずかしいこと言われて興奮するんだ？」

「違っ――ぁ、あぁんっ、はぁっ……！」

　そんなつもりはないのに、彼に言葉で責められるとお腹の底がきゅうっとなって、熱くとろとろとしたものが溢れ出そうな感覚に陥る。

「違わない。ほら、見てみろよ。動かすたびに襞が絡みついて、本当に俺のこと食べようとしてるみたい――」

「はぁあっ、あんっ、そこぉっ――トントンしたらだめっ……！」

　力強い律動の合間。彼は繋がっている部分を詳らかにし、私の羞恥と快感を煽ってくる。

「だめ？　イイの間違いじゃなくて？」

「それ本当にだめぇっ！　すぐ、イっちゃ――……！」

「イっていいよ、桐山……桐山の可愛いイキ顔、俺に見せて」

「はぁんっ！」

　最奥を何度も突かれ、激しい悦楽を与えられる。加賀見が施す我を忘れんばかりの心地よい愛撫によって十分に押し上げられていた快感は、今まさに弾けようとしていた。

「――イくぅっ……!!」

　一際強く奥を叩かれたとき、瞼の裏に、フラッシュをたいたような閃光が放たれた。と同時に、下半身がふわりと浮遊する。高揚感と心許なさが同居する独特の感覚を経て、私は絶頂を迎えた。

　悦びの余韻に浸っていると、私が果てたのを知っているはずの彼が、構わず内壁をゆるゆると擦ってくる。

「ぁ、んっ！　加賀見――今、私……」

「イったんだろ？　わかってる――蕩けそうなイキ顔、可愛かった」

「っ、ふぁ、ぁあ！　やぁ、それ、強いって……！」

　無条件に喘がされながら、頭の片隅で考える――わかっているなら何で？　

　達したばかりで敏感になっている身体は、与えられる刺激をそれまでよりも深いものとして捉え、理性や体力をこれでもかと削ってくる。加賀見はこぼれる私の喘ぎがか細い悲鳴のように変化する様を、むしろ愉しんでいる節さえある。

「もっとイけよ――もっと淫らで可愛い桐山の姿、俺に見せろ」

「ぁ、ゃあ、やぁっ、ぁ――！」

　身体の芯を激しく揺さぶられる強い刺激に肌が粟立つ。

　悲しいわけでもないのにこぼれる涙で、彼の顔がよく見えない。熱さと興奮とで噴き出す汗も相まって、きっと私はみっともない顔をしているのだろう。

「……膣な内かがまた収縮してきた。早いね、またイきそう？」

「はぁっ、はぁ――ぁ、んはぁっ……！」

　額や鎖骨にぽたりと落ちてくる彼の汗さえもが、一度上り詰めて紅潮した肌には微かな刺激と受け取ってしまう。

　彼の手に支えられているから堪えられているものの、腰や脚がガクガクして、力が入らない。私はどうにか彼に頷いた。快感に蹂躙されている思考はぐちゃぐちゃで、瞬間的に言葉を返すことができない。

　苦痛と背中合わせの悦楽を下肢いっぱいに味わわされながら、気持ちいい――ただその感覚のみに支配される。

「早くイけるように、手伝ってやる」

「〜〜〜……！」

　彼はそう囁くと、私を貫きながらさきほど愛撫したのとは逆の耳朶を唇で食み、かり、と耳輪を甘噛みする。舌先で唾液を塗して、耳輪から柔らかな耳垂にかけてをじっくりと味わうように舐め、吸い付いた。

「ぁあ――！　耳いやぁっ、頭……変になる、からっ……!!」

　ぴちゃぴちゃという水音と頭の芯を舐め尽くされるみたいな強烈な悦びに、はしたない声を抑えることができない。

「変にしてるんだよ。こんなときこそ素直になれば？　気持ちいいなら気持ちいいって……認めろよ」

「ぁあ、んっ、ふぁあ、っ！」

　尖った舌先で耳の穴を弄られながら、下半身では今にもはち切れんばかりの屹立が、私を追い立ててくる。

　素直になっていいの？　気持ちいいって――加賀見に、素直に伝えていいの？

「き、もち、いいっ……！」

　判断力の鈍った頭は、彼の言葉を鵜呑みにしてしまう。喘ぎばかりが発される唇から、本音がぽろりとこぼれた。

「気持ちいいのっ……イく――またイくっ……か、がみっ……！」

　一度肯定してしまえば、それまで加賀見に対して張り巡らしていた隔たりが解けたかのように、本音を口にできるようになる。

「イって。もっと気持ちよくなれよ」

「はぁっ、あぁああああ……!!」

　彼の腰つきが無遠慮なものとなり、内壁を貪欲に抉る抽送へと変化すると、私はあっけなく二度目の絶頂を迎えた。

「ぁ、あ、はぁあっ、ふ、ぁあ……」

　頭のなかがとろとろのクリームになったみたい。加賀見と繋がったまま、弛緩した身体を投げ出す私には、まともな思考なんて到底巡らせられるはずもない。しばらくの間、酸素を取り込むため、呼吸を繰り返すことに徹する。

「休んでる暇なんてないけど」

「っ……!?」

　頭上から加賀見の興奮に満ちた声が聞こえる。ほぼ同時に、下肢に埋まった剛直が、なおも私の内壁を力強く擦り始める。

「悪い、桐山――俺もイきたいから……少しだけ付き合って？」

　ほぼ吐息になって聞こえる声は、彼自身も差し迫った状態であることを暗に示している。これまで私を高めるためだった律動は、彼自身の欲望を満たすための動きに変わった。

「か、がみぃっ……本当にだめなの――もうイってる、イってるからぁ……！」

　このままでは快楽の目盛りが振り切れてしまう。喘ぎ過ぎて枯れそうな声で必死に訴えるけれど、彼の勢いが衰えることはない。むしろ、高みに向けてどんどん増しているようだ。

　私の腰を掴む彼の腕にしがみついていないと、自我が保てなくなりそうで怖かった。男性らしく筋張った両腕を、左右の手で掴みながら、今なら偽らざる正直な気持ちを伝えられる気がした。

「加賀見……す、き」

　音にして二文字。彼への好意を伝える言葉は、驚くほど簡単に唇からこぼれた。

　それはおそらく加賀見の耳にも届いたのだろう。一瞬、怯んだように彼の動きが止まった。

「好きなの――加賀見が、好きっ……！」

「俺も好きだよ、初菜」

　私がさらに言葉を重ねると、彼は甘さを滲ませた囁きを落とし、抽送を再開させる。

「ぁっ……今、名前っ……」

　聞き間違いでなければ、下の名前を呼ばれたはずだ。ぼうっとする思考のなかでその音を拾い上げて訊ねる。

「初菜も俺の名前、呼んで」

　ぱちゅん、ぱちゅんと激しく肌をぶつけるピストン運動を繰り返しながら、加賀見が促した。

　加賀見の下の名前は――

「……駿っ……！」

　いつかその名で彼を呼べたらと、ずっと思っていた。待ち焦がれていた瞬間が訪れたことを噛み締める暇もないまま、もう快感が飽和状態にある身体に、三度目のその瞬間がやってくる。

「初菜、イくっ……!!」

「んぁああああああ――！」

　ぐっと強く私の腰を押し付けて、薄い膜越しに彼の迸りを感じた。それを合図に膣内が痙攣して、滾る彼の剛直から快感の証を吸い取ろうと激しく収縮をする。

　怒涛のごとく繰り返した恍惚の時間。その小閑に、汗だくの私たちは身体を重ねたままにどちらともなく抱き合い、キスを交わす。

　ちゅ、と艶めかしい音を立てて離れた唇が、意地悪気に歪み、笑みを形作る。

「――これで終わると思った？」

「……え？　っ、んぁっ！」

　いっぱいに広がった入り口から自身を抜くと、彼は手早く避妊具を外し、放出した精がこぼれないように片結びして、ベッドの上に無造作に放った。それから、ベッドサイドにあるチェストから避妊具の個包装を手に取ると、それを口元に持っていき、歯を立てて包みを破る。

　その仕草が妙にセクシーでぞくぞくした。燃え尽きたと思っていた身体の奥に、ほのかに欲望の火が点る。

「今夜は抱き潰すって言ったろ。こっちは入社してからの想いが溜まってる分、まだまだ寝かすつもりなんてないから」

　彼が宣言する通り、白濁したものを吐き出したはずの彼の剛直は、衰えることなく力強く上を向いている。まだ足りない、満たされないとでも言うようにぴくん、ぴくんと震えるそれに、包装を解いた薄い膜を被せていく。

「う、そでしょぉ……？」

　――結局その夜は、空が白んでくるまで彼と肌を重ね、数えきれないほどの絶頂を味わわされ、本当に抱き潰されてしまったのだった。
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「初菜、最近メイク変えた？」

　ランチタイムの社員食堂。私と千世ちゃんはいつものように二、三人掛けの丸テーブルを陣取っていた。熱々のカレーライスをそっちのけにして、私の顔をあらゆる角度からくまなく見つめたあと、千世ちゃんが訊ねる。

「え、そんなことないけど」

「そう」

　基礎化粧品も、化粧品も、何も変えてはいない。率直に答えると、あまり納得いっていない様子で彼女が頷いた。

「……何で？」

「綺麗になったなと思って。肌もツヤツヤだし、少し痩せたんじゃない？」

　続く言葉には心当たりがあった。加賀見――いや、駿がくれた美肌サプリの最終版を飲み続けていること。そして、駿と付き合うようになり、頻繁に彼の部屋に泊まりに行っては朝方まで身体を求められていることで、体力を消耗しているらしく、体重が落ちたこと。

「もしかして、加賀見くんのチームが開発したっていう、新商品のサプリでも飲んでる？」

「あ、あぁ――そうなの。気になってたから試してみたら、結構いい感じ」

　さて、どんな風に答えようかと回答を模索していたところで、千世ちゃんは易々と一方の正解に辿り着いたものだから、素直に頷いた。

　私のモニター生活が終わり、最終版が出来てから一ヶ月半。例のサプリは無事に出荷され、全国の販売店に出回っている。口コミサイトでの評判は上々。著名な美容家や美容系インフルエンサーが率先して話題に取り上げてくれたおかげで、記録的ヒットを飛ばしている。あまりの人気のせいで品薄状態にあり、フリマアプリなどで定価よりも高値で取引されているという話も聞く。

　そういうわけで、モニター生活で飲んでいた問題のあるほうのサプリを処分しにくくなってしまった。

　最初は好きな人がくれたものだからと取って置いただけなのだけど、喉元を過ぎれば熱さを忘れるとはこのことで、美肌サプリとしての効能は十分にあるし、思いもよらない副作用があることさえ目を瞑れば、たまにそっちを使ってみてもいいのかも――とか、楽観的に考えてしまう自分がいる。さすがに、まだ実行してはいないけど。

「そうなんだー、私も試してみよっかなー」

　客観的に効き目を確認したからだろう、千世ちゃんは真剣に考え込む素振りをしてから、おもむろに残念そうに息を吐いた。

「――でも、なーんだ。サプリ飲んでるからなんだ。私はてっきり、彼氏でも出来たのかと思ってた」

「えっ!?」

　まさかもう一方の正解までを言い当てるとは思わなかったから、驚きがそのまま叫びになり、和風きのこパスタを巻いていたフォークを皿の上に放り出してしまった。これには、当の千世ちゃんも苦笑した。

「初菜、動揺しすぎ。わかりやすいね」

「……いつからそう思ってた？」

　正直すぎるリアクションをしてしまったことを反省しつつ、周囲にそう思わせる振る舞いでもしていたのかと確認してしまう。

「最近、いつもにこにこしてて幸せそうでしょ。それに仕事終わると早く帰るし、仕事の合間にスマホ弄ってひとりで笑ってたりするから。何となくそうかな、って」

「……私、そんなんだった？」

　いくらなんでもヒントが出すぎだ。これでは勘繰るなというほうが難しいのかもしれない。自分の正直さがつくづく嫌になる。

「だから『いよいよ初菜にも彼氏が！』って盛り上がったんだけど……ね、そうなんでしょ？」

「石間、それ正解」

　しぶしぶながら認めようとした、その瞬間。向かい合う私と彼女の間に、よく知る声が割って入った。声ばかりでなく、身体まで割り込ませた彼は、片手でたった今受け取ったばかりだろう日替わり定食のトレイを抱えている。

「加賀見くん」

　千世ちゃんは彼の名前を呼んだあと、得意げな顔で続ける。

「――正解ってことは、やっぱり彼氏できたんだ。加賀見くん、知ってるなら教えてよ。相手は誰なの？　うちの会社の人？」

　すると駿は、空いた方の手の人差し指で、自らを指し示して言った。

「俺」

「え？」

　千世ちゃんは少しの間、目をぱちくりさせていたけれど、すぐにその意味を理解したらしい。

「えええええ？　えっ、嘘でしょ？　本当？」

　早口で慌て、私と駿とを見比べて、信じられないとばかりにぽかんと口を開けている。

「本当、本当。で、桐山、ちょっといいか」

「何？」

　フリーズした千世ちゃんをそのままに、彼が私を手招いたので、座ったまま軽く身を乗り出して耳を傾ける。おおかた、用事の想像はできている。

「今日退勤後、空いてるなら家来ない？」

「わかった。寄るね」

　予想通りの用件に二つ返事で頷く。駿は「待ってる」と微笑んだあと、声を潜めてさらに続ける。

「――今夜も寝られると思うなよ？」

「ちょっ……こんなところで何言ってるのっ」

　――千世ちゃんに聞こえたらどうするつもりなのか。焦って叱りつけるように返したけれど、駿には悪びれる様子などまったくなく、声を立てて笑っている。

「一応言っておこうと思って。あと、明日の朝食は焼き魚以外が希望」

「はいはい、焼き魚以外ね」

　彼のトレイに乗った皿を覗いてから納得した。ランチのオーダーはアジの開き定食らしい。 

　あの一週間がそうだったように、彼のマンションに泊まると私が朝食の支度をするのが習慣となっている。駿がそれでよろこんでくれるなら、ちっとも苦ではない。

　当時は、こんな風に朝食を一緒に取るのはこれが最後かもと思っていたけれど、幸運なことにそれから片手では数えきれないほど――いや、両手を使っても全然足りないくらいの朝を彼と迎えている。それがまだ、自分でも信じられない。都合のいい、長い夢を見ている感じというか。

「それじゃ、お先に」

　言いたいことを言い終えると、彼は同じチームの後輩がいるらしい長机のほうへと向かった。

「ちょっと初菜、どういうこと？」

　興奮気味の千世ちゃんの頭から、多分もう目の前のカレーライスは消え去っている。

「加賀見くんといつから付き合ってたの？　ていうか、清水ちゃんと付き合ってるんじゃないの？　そもそも初菜って、加賀見くんのこと好きだったの？」

「えっと……何から話せばいいのか……」

　駿との関係が千世ちゃんに知られれば、こうして質問責めに遭うだろうとは予測がついていたけれど……いざ訊かれると、どう話していいのか考えてしまう。そもそも内容的に特殊過ぎるというか、すべてを包み隠さず話すには恥ずかしい事柄が多すぎる。サプリのこととか、モニターとして彼と一緒に生活してたこととか。その理由とか。

　ただひとつ、自信を持って言えることがあるとしたら、今の私たちはあのサプリに纏わる理由なんてなくても、一緒にいられる関係だということ。

　駿のことが好きで、駿も私のことを想ってくれている。ふたりきりの時間を過ごしていると、心からそう感じられるのだ。

「ちょっと、何ニヤニヤしてんの？」

「え、あ、ううん」

　いけない。サプリを介した駿との時間を思い出すと、うれしいやら恥ずかしいやらで、頬が緩んでしまう。意識的に表情を引き締めて、私が続けた。

「――実は私、入社したときからずっと、駿のことが……加賀見のことが、好きだったんだよね。思い切って彼に気持ちを伝えたんだ。で、最近、付き合い始めて」

　あの媚薬とも呼べるサプリの存在は、私と駿だけが知っていればそれでいい。

　千世ちゃんの手付かずのカレーライスが冷え切るまで、私は取り留めもなく駿との惚気話を語ったのだった。







あとがき








　始めましての方は初めまして。以前に私の作品をお読みくださった方には、いつもありがとうございます。小日向江麻です。音声シナリオなど一部の作品ではichigo名義でも活動させて頂いています。

　まずは本作をお手に取って頂きありがとうございます。このたび濃蜜ラブルージュさまにお声がけ頂き、とてもうれしく思っております。

　もともと「いつか媚薬ものを書いてみたい！」という並々ならぬ熱量があったのですが、なかなか機会がなく……そんななかでのお誘いでしたので、好機とばかりにプロットを作成。そのプロットを通して頂いたあとはひたすらノリノリで書きました。普段はどちらかというと遅筆な私ですが、多分今まで書いた作品のなかで一番進行が早かったのではないかと思っております（それくらい書きたい気持ちが強かったんですね……）。

　媚薬の何がいいかと言えば、単にえろ的な部分を盛り上げられるというのももちろんなのですが、自分の意思に反して反応してしまうことで生じる『葛藤』だと思っています。

　個人的にはそれに加えて『普段は（表向きには）性的な関係を匂わせない』、『媚薬はあくまできっかけのひとつで、根底にはお互いの恋愛感情がある』という状態が一番えろいと思うので、そういう要素を組み合わせてお話を書くことができてよかったです。嗜好の合う方がいらっしゃれば何よりです。

　余談ですが、媚薬というとどうしてもアヤシイというか、犯罪的で危険なイメージが漂うので（私だけですかね？）、そこをどうライトな雰囲気に持って行こうかというのは少し悩みました。で、サプリなら受け入れてもらいやすいのかなーと考えたのですが、実際、成分の配合量の差で初菜みたいな症状が出るのは商品としてかなりマズいですよね……！　

　でもそこはチェック段階で改善できたということで、ご容赦頂けますと幸いです。

　最後になりましたが、担当編集さま、ドキドキするような雰囲気たっぷりの初菜と加賀見を描いて下さった北沢きょうさま、この作品にかかわって頂いたすべての方々に、お礼申し上げます。まことにありがとうございました。

　またどこかでお会いできることを祈っております。





小日向江麻
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●著作権に関して
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